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IV-l. MOST 

1. はじめに

MOST (Mutual Online System for Teaching & Leaming)は、本センターが2009年11月に提供を開始

したオンラインFD支援システムで、大学の教職員、大学院生を対象とした招待制のサイ トである(図

1) (例えば、酒井 (2011)L 2011年l月20日現在、登録者数392名、スナップショット数1，141件、コ
ミュニティ数75件となっている。本節では、MOSTの取り組みやシステム改良の内容を中心に報告

をおこなう。
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掬駆貴昭先生(立命館大

学)

• MOSTのトッ7ページをリニューアルしました

平山周子先生(亙野大

学)

B月2目、 MOSTのトッ7ページをリニューアJ~しましたo rMOST活用ブロゲラ

ムJでは、個人やコミュニティ、組織といった撮々なレベルでおこはう教育改聾

を支援するための4つのプログラムおよび関連リソースを提供していますス

ナップショットギャラりー』では、これまでに作成されたスナップショットヘプ

ログラム別にアクセスすることができます。今後のMOSTの活用の際に是非ご利

用下さい.

:J また、畳近追加された機能についてはこちら (PDF11MB)をと覧下さい.

-関西地区FD連絡協儀会 ・FD活動の額告書2011

11.6.6 関西地区FD連絡協議会 (5/21)の総会において開憧されました rFD
活動由報告会2011Jで発現された12件のスナップショットを追加しました.ス

ナップショットを見るにはこちら。

図1 MOSTトップページ (htやs://on1ine-tl.org)

2. MOSTにおける取り組み

2-1. 大学教育研究フォーラム個人研究発表のMOSTコンテンツ化
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-帽圃的FDポートフォリ

MOSTのトップ。ページからリンクされた 「スナップショットギャラリー」では、これまでに作成

されたスナップショットの中から、代表事例を紹介している。今年度は、関西地区FD連絡協議会の
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IFD活動の報告会2011J向けに作成されたスナッフ。ショット12件(内2件はMOST以外で作成)を個

別大学で行われている組織的なFD活動の事例として掲載した (III-2参照)。また、第17回大学教育

研究フォーラムの個人研究発表の中から以下の5件の発表に対してスナップショット作成を依頼し、

同様にMOST上に掲載した。依頼した5件のうち、 l件は紙織的なFDの取り組み、 4f牛は個人やグ、ノレ
ーフ。で、の授業改善の事例で、あった。

『経済学教育におけるアクテイブ、ラーニンクマの活用』水野英雄(愛知教育大学)

『地域連携の実践型アントレフ。レナーシッフ。教育の成果---4年間を通した人材育成の取組みI..-~

兼本雅章(共愛学閏前橋国際大学)

『協同学習としての「チーム学習」の実践と効果』長尾尚(大阪信愛女学院短期大学) ・市川隆

司(大阪信愛女学院短期大学)・奥田三郎(大阪私学教育情報化研究会) ・脊尾恭子(関西大学)

『自立的研究者育成プログラムの開発と評価~研究者のキャリアデザイン~~岩瀬峰代 ・ 奥本素

子(総合研究大学院大学)

『慣性モーメントの直観的理解 ー授業中に学生に体験させる実験の例-~三浦裕一 (名古屋大学)

2-2. コースポートフオリオ実践プログラムの実践事例の提供

2010年度後期 (9月 ~3月)に試行として実施した、コースポートフォリオ実践フ。ログラムを通し

て作成された、 3名の大学教員のスナップショットを公開し、 「スナップショットギャラリー」で閲

覧できるようにした。コースポートフォリオは、大学教員が担当する単一の「コース」を対象とし

て、その「デザインJI実施JI学生の学習」について反省的に記述するポートフォリオである。こ

れらのスナップショット上の各ボックスからは、詳細な説明にアクセスできるようになっている。

また、 lコマ (90分)の授業について、時間軸上に沿って授業の構造を記録し、振り返る「授業分析」

スナップショットも合わせて作成されている。また、他大学の教員によるコースポートフォリオの

ピアレビ、ューも実施しており、スナップショット上で、コメントが共有されている。

本試行の成果は、 2011~13年度科学研究費補助金基盤研究 (B) Iコースポートフォリオを活用

した大学カリキュラムの質保証モデ、ルの構築J (研究代表者.田口真奈)に引き継がれている。

『教育心理学』神藤貴昭(立命館大学文学部)

『情報と社会』稲葉利江子(京都大学情報学研究科情報教育推進センター/社会情報学専攻)

『教育人間学基礎講読 B2~ 林貴啓(立命館大学)

2-3. SOTL活動におけるスナップショットの翻訳

カーネギー財団が運営していたKEEPToolkit内で、 主要なSOTLl活動で用いられるスナップショッ

トの事例の翻訳版を作成した。これらのスナップショットは、 KEEPToolkit内の ISOTLテンプレー

ト」の事例として紹介されているものである。翻訳後、スナッフ。ショットの著者に許諾を得た後、

MOSTの「スナップショットギャラリー」で公開した。以下、各テンプレートの簡潔な説明をおこ

なう。

(a)プロジェクト・スナップショット

このスナップショットは、 一般的なSOTL(Scholarship ofTeaching and Learning)プロジェクトの

プロセスと成果について、着眼点や方法、リ ソース、課題、結果に関する指針や注意点を含めて包

括的に作成されるものである。教授と学習について振り返るための枠組みがテンプレートとして提
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供されており、教員がフ。ロジェクトのプロセスを可視化することで活動をより深く理解できるよう

になり、さらなる探究を進める上での問題点が提起できるようになっている。

~ r Civil Public DiscourseJにおける学生の理解の変容j]Barbara Mae Gayle (ポートランド大学)

(b)コース・トランスフォーメーション

学生の変化に直面し、多くの教員は、学生のニーズ、や興味に応じてコースの教材を作り変えてい

る。教員が、授業をどのように変更できるか、その変更によって学生のモチベーションや学びがど

う変わったか、変更のフ。ロセスでどんな問題が発生したかについて文書化し、他の教員と共有する

ためのテンプレートである。このテンプレートには、個人のリフレクションや授業改善に関心ある

他の教員とリソースを共有するためのスペースが設けられている。

『コースを見直す:コーストランスフォーメーションー講義内容の多文化化，-j] Elizabeth 

Barkley (フットヒノレカレッジ)

(のコース・ポートフォリオ

多くの教員は、学生の学びの特性や深さと関連付けて自分が担当するコース全体を文書化したい

と考えている。このテンプレートは、教員が教育活動と学生の学びとの関連性を文書化して視覚化

できるような枠組みを提供している。テンプレートでは、 一般的な研究のプロセスを参考に、序論、

背景とテーマ、目的、コースデザイン、データとエビデンス、所見、リソース、他の教員からのフ

ィードパックを記述する領域が設けられている。

. ~数学的な思考方法を学ぶためにj] B. Cooperstein (カリフオルニア大学サンタクルーズ、校)

(d)クラス・アナトミー(授業分析)

教授・学習に関する日々の相互作用を把握するため、特定の授業または学習活動で起きている事

柄についての文書化や表現を、 素早くかっ簡単に始められる。このテンプレートは、教員が授業の

時間的構造を文書化できるような枠組みを提供している。最終的には、クラスアナトミースナップ

ショットを 「コースポートフォリオJr授業改善Jrプロジェクトスナップショット」などのテンプ
レートにリンクを張ることで、より規模の大きな電子ポートフォリオを作成できる。

『相互作用的学習法j]B. Cerbin (ウィスコンシン大学ラクロス校)

(吋コース・トランスフォーメーション スティッチ・グ、ループ

学生の変化に直面し、多くの教員は、学生のニーズ、や興味に応じてコース教材を作り変えている。

教員が、コースをどう改善できるか、改善によって学生のモチベーションや学びがどのように変わ

ったか、改善のプロセスでどんな問題が発生したかについて文書化し、他の教員と共有するテンプ

レートを提供している。このテンプレートには、ホーム、プロジェクトの概要、カリキュラムのテ

ーマ、デー夕、最終報告のサマリーが含まれている。

. ~カリキュラム改善の分析j] Elizabeth Barkley (フットヒノレ・カレッジ)
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2-4. MOSTフエロー

本センターでこれまで提供してきたMOSTの活動をさらに推進・活性化させるため、全国の大学

教員を対象とし、 MOSTを利用した授業実践の見直しゃ教育改善の活動に取り組む IMOSTフエロ

ー」を募集し、次年度から本格的に活動することになった。MOSTフエローは、カーネギー教育振

興財団のCASTLプログラムに着想を得た取り組みで、 2012年度にMOSTを利用し、各フエローの教

育上の課題に沿って各自でスナッフ。ショットを作成するとともに、フェロー問でのピアレビューな

どを通じ、互いの教育実践の質を高めていこうとする試みである(資料1)。

2011年12月21日にあさがおML、MOSTユーザーML等を通じて募集を開始し、 2012年1月16日に締

め切った。予想、を大きく上回る24名の教員から申請があり、 10名を採択した。第l期MOSTフェロー

は、 2月11日(土)に京都大学で開催予定の第1回ミーティングより活動を開始する。木取り組みは、

始まったばかりであるが、今後、学会等を通じて成果を報告する予定である。

3. システムの開発と改修について

3-1. MOSTトップページギャラリーの開発

MOSTの登録者以外にも有用な環境となるよう、オーフ。ンソースのWordPressを利用し、 MOSTの

トッフ0ページを開発し、既存のトップ0ページと置き換えた(図l参照)。最も大きな変更点は、後述

の「スナップショットギャラリー」と IMOST活用プログラム」の提供である。

トッフ0ページは、 MOSTの関連リソースへのポータルとなるようにデザインされた。これらのリ

ソースには、MOST紹介ビデオ、インストラクションビデオ、簡易マニュアノレ、リーフレット、MOST

講習会ページへのリンク、カーネギー財団のGalleryofTeaching & Leamingへのリンク、おすすめス

ナップショットなどがある。

IMOST活用フ。ログラムjは、大学教員が個人やコミュニティで授業改善をおこなったり、学科

や学部、大学単位で紘織的に FDや教育改善の活動をおこなうための、 MOSTを活用した教育研修

プログラムを提供している。各プログラムでは、 KEEPToolkitのスナップショットを活動のプロセ

ス内で作成することになっている。プログラム名をクリックすると、それぞれの取り組みの説明や

スナップショットの作成事例にもアクセスでき、また、プログラムで使用する各種リソースも提供

している。現在、「組織的FDポートフォリオJI組織的FDポートフォリオ(関西地区FD連絡協議

会向け)J IコースポートフォリオJI授業分析JIWeb公開授業」の5つのプログラムが提供されて

いる。

「スナップショットギャラリー」では、 MOSTユーザーがKEEPToolkitで作成した特徴的なスナ

ッフ。ショットを、プログラム別に紹介しており、利用者が自身のスナップショット作成や教育改善

の取り組みの参考にすることができる。このギャラリーは、上記の活用プログラムで作成されたも

ののほか、カーネギー財団知識メディア研究所のプロジェクトにより作成された翻訳版スナップシ

ョット 5件が含まれる (2-3参照)。

3-2. KEEP Too肱itとSakaiの改修

利用者などの要望などを受け、今年度中にMOSTでおこなった改修項目を以下に列挙する (原稿

作成時点で一部未完成。年度内に提供予定)。

(a) KEEP Toolkit関連

スナップショット編集:ボックス追加時の位置の改良
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スナッフ。ショット編集:html書式削除機能の追加

(b) MOST (Sakai)関連

添付ファイルの挙動 市価伍設定の修正

ノートツール:ノートツールの改修(リソースツールとの連携強化)

利用者へのコンテンツのレコメンデーション(推薦)機能の開発

サイトの名称と整合性を取るためURLの変更

この他、活用フ。ログラム向けのワークブックやマニュアル類の整備など、各種の改良をおこなっ

fこ。

4. MOST講習会

教育関係、共同利用拠点における業務として、本年度は4回の iMOST講習会」を企画し、2回実

施した。対象者は、大学教員およびFDや教育改善に関わる大学職員、将来大学教員を目指す大学

院生とした。各回の参加者数は、第 l回 (6月 10日実施)が 5名、第2回 (9月9日実施)が5名

で、あった(第4回は未実施 (3月2日))なお、第4回の講習会は、関西地区FD連絡協議会の会員

校に所属する教職員向けの講習会で、協議会広報ワーキンググ、ループρとの共催で開催予定であり、

次年度のiFD活動報告会2012Jと連動している。

このほか、 MOSTのデモを、第17回大学教育研究フォーラムの参加者に対して実施した。3月に開

催される第18回大学教育研究フォーラムにおいても実施予定である(執筆時点で未実施) 0 MOST 

の登録は招待制で、通常は事務局よりアカウントの発行をおこなっていないが、これらの講習会お

よびデモにおいては希望者にMOSTのアカウントの発行手続きをおこなっている。

写真1 MOST講習会の様子

5. 成果報告

MOSTに関わる成果報告一覧を以下に示す。今年度のISSOTL11において発表したポスターの原稿

をV-1-2に、第83回公開研究会の内容についてはV-2-2に掲載しているので、そちらも参照されたい。
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論文 ・著書

酒井博之 (2011)組織問ピアレビューを導入した紙織的FD活動の情報共有の試み一参加者アン

ケートとピアレビューコメン トの分析を通して一、 京都大学高等教育研究、第 17号，109-121.

• Hiroyuki Sakai (2011.10) Mutual Faculty Development Through Technology: The development ofMOST 

and its future directions. Building networks in higher education: Towards the fu加reof faculty deve1opment， 

Center for the Promotion of Excellence in Higher Education & Matsushita， K. (EdsよTokyo:Mar回 m

Planet， Chap. 6，105-122. ( ~大学教育のネッ ト ワークを創る』英語版)

学会発表

・酒井博之・大山牧子・田口真奈 2012.3 コースポートフォ リオによるカ リキュラム改善の試み、

第 18回大学教育研究フォーラム、京都大学

Sakai， H. 2011.10 Building a technology-enabled course portfolio program across institutions， the 2011 

Intemational Society for the Scholarship ofTeaching and Leaming Conference (poster Session) 

(Milwaukee， U.S.A.， Oct. 20-23， 2011) 

-酒井博之 2011.9 オンラインFD支援システム IMOSTJの活用ー組織的FD活動の地域連携

への適用 (その2)一、 日本教育工学会第27回全国大会講演論文集、825-826、首都大学東京

6. 今後の展開について

次年度以降も、今年度に引き続き日本の大学における教育改善や FDに関する事例を、大学教育

研究フォーラムの個人研究発表や、関西地区 FD連絡協議会会員校における特徴的な取り組み、ま

た、特に、今年度よ り開始したMOSTフエローの取り組みの支援 ・推進などを通じて、スナップシ

ョッ トとして作成し、 蓄積、提供をおこなう。また、今年度、MOST利用者以外の一般の大学教員

が利用可能なオンライン・ギャラ リーを構築したが、スナップショッ トが一定程度蓄積されてきた

ため、ギャラ リーのコンテンツや実践フ。ログラムの内容の充実をさらにはかつていきたい。

参考文献

酒井博之 2011 オンライン上における相互研修の場の構築一MOSTの開発と展開に向けてー

『大学教育のネッ トワークを創る-FDの明日へー』京都大学高等教育研究開発推進センター

(編) ・松下佳代(編集代表)、 東信堂、第6章、107・125.

(酒井 博之)
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|IV-1資料1I 

l 2012年度M.~1"J- ロー即期)募集について | 
京都大学 高等教育研究開発推進センター

教育に情熱を注いでいるこのような大学の先生たちを探しています

授業に対する工夫やとだわりを、多くの大学の先生や学生に知って欲しい!

授業改善をより効果的にするため、そのプロセスや成果をまとめてみたい!

授業をより良くするため、他の先生たちからコメン卜やアドバイスが欲しい!

授業実践について広く発表する機会や場が欲しい!

お互いに助け合いながら授業改善をおとなうための仲間が欲しい!

京都大学高等教育研究開発推進センターでは、オンライン上の大学教員の相互研修の場として IMOSTJを構築し、 2009年より全国の

大学教職員、大学院生に提供してきました。乙れまで、個人教員を対象とした授業実践や授業改善、あるいは、組織を対象としたFDや

教育改善の取り組みについてMOSTを利用して電子ポートフォリオ(スナップショッ卜)が作成され、現在、約50件のスナップショッ

卜がMOST上で公開されています (bttos:!/onlinp-tl.ora/)。

乙の度、本センターでは、乙の活動をさらに推進・活性化させるため、全国の大学教員を対象とし、 MOSTを利用した授業実践の見直

しゃ教育改善の活動に取り組む IMOSTフエロー」 を募集するととになりました。以下の活動内容等をご覧頂き、本取り組みへの参加

を希望される方は下記応募要領に従ってお申し込み下さい。ユニークな授業実践をされている先生の推薦 ・紹介も歓迎いたします。多

くの方からのお申し込みをお待ちしています。

対象者 :全国の大学教員

募集人数 :10名程度

活動期間 :2012年4月"-'2013年3月

(一部の活動は2011年度中に行います勺

活動費 10万円程度を支給 (2012年度)

応募締切 2012年1月16日

つ/11 ~ 1 2 (右欄参照)のミーテイングとシンポジ

ウムに参加して頂きます

MOSTFellow 

2012年

2月11日(土)16:00"-' 19:00 

第 1回ミーティング(於:京都大学) (夕食付)

2月12日(日)13:30"-' 18:00 

シンポジウム 「った主誉教育におけあポ トフォリオの活用 |

(於:京都大学)への参加

(※ 2/11~12の旅費・宿泊費を支給します)

4月"-'9月(前期) テーマに沿ったスナップショッ卜の作成と

ピアレビュー

(※2012年度に2回程度のミーティングを実施予定)

2013年

3月 大学教育研究フォ ラム(於:京都大学)で成果発表
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MOSTフ工口ーへの参加を希望する方は、下記の項目(1)'"'-'(8)をメールにて linfo(a)onlinp-tlorQJ宛にお送り下さい。採用の

可否は、後目、個別にメールにてお知らせします(応募締切:2012年1月16日)。

2 

(1)氏名

(2)所属 (大学名・部局名)

(3)職名

(4)メーjレアドレス

(5)取り組みのテーマ (右記テーマ例を参考にして下さい)

(6)取り組みの背景、授業の概要、改善の内容 ・方法など

(500字程度)

(7)応募の動機 (200字程度)

(8)その他、取り組みに関して選考の参考となる資料(任意)

お問い合わ廿

テーマ例:

・アクティブラー二ングを導入した授業

・深い学習 (deeplearning)を促す工夫

-新しい授業形態(キャリア教育、サービスラ一

二ンク¥プロジェク 卜学習など)のデザインや評価

・大人数講義で学生を授業に巻き込む工夫(双方向性

授業、クリッカ一利用など)

'LMSによる学習支援

-授業外学習を促進する取り組み

-ラ一二ングポー卜フォリオの利用と学習の評価

その他、ユ二 クな授業実践を募集しています。

MOSTフエロ に関するお問い合わせは、 info@online-tl.oりまで、お願いいたします。

MOSTFellow 
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IV-2.大学教育研究フォーラム

1. 概要

大学教育研究フォーラムは、京都大学高等教育研究開発推進センターが主催し、 1994年度よ

り年 l回開催してきたものである。今年で 18回目を迎える (2012年 3月 15日・ 16日開催)。

毎年 400"'-'500名の大学教職員関係者が参加する、全国的にも広く認知された大学教育改善に

関する研究・実践交流の場である。

同フォーラムは、 FD(ファカルティ・ディベロップメント)や教授法、教育評価、遠隔教育

といった諸領域における、学内 ・学外の大学教育関連の最先端の実践知をあまねく集積する場

として開催するものである。最近の趨勢をふまえた最先端の知見は、学内外の教育改善推進に

大きく貢献すると考えられている。

特別経費「大学教員教育研修のための相互研修型FD拠点形成」を受けて、大学教育研究フ

ォーラムは国内連携事業のーっとして運営されている。

2. プログラムの特徴

大学教育研究フォーラムは、毎年、①特別講演、②シンポジウム、③小講演、④ラウンドテ

ーブル、⑤個人研究発表から構成され実施している。以下は、各プログラムの特徴、ならびに

本年度の具体的プログラムである。

①基調講演・シンポジウム 大学教育実践に関わる時宜にかなったテーマを取り上げ、パネリ

ストとフロア参加者を含めた討論をおこなう。本年度は、センター創設の立役者である田中毎

実センター長が定年を迎えることもあり、センターの相互研修型 FDを総括する基調講演をお

こなってもらい、それにもとづくパネルデ、イスカッション形式のシンポジウムをおこなう。

基調講演:田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センター教授/センター長)

「相互研修型FDの総括」

パネリスト 1:山田 剛史(愛媛大学教育 ・学生支援機構教育企画室准教授)

パネリスト 2:高橋 哲也(大阪府立大学高等教育推進機構教授/機構長・副学長)

パネリスト 3:夏目 達也(名古屋大学高等教育研究センター教授)

パネリスト 4:飯吉

パネリスト 5:樋口

透(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

聴(文部科学省高等教育局大学推進課大学改革推進室長)

パネリスト 6:大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

②小講演 各論的に、具体的なトピックを 8つ取り上げ、最先端の知見を提供する。本年度は

下記のテーマで講演者に依頼をおこなっている。

-山川 修(福井県立大学学術教養センター教授)

「学習コミュニティ形成を意図した大学連携の取組」

-児美川 孝一郎(法政大学キャリアデザイン学部教授)

「大学におけるキャリア支援 ・教育はどこに向かうか?ー揺らぐ「就社」社会のなかでー」

・西岡 加名恵(京都大学大学院教育学研究科准教授)
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「大学教育におけるポートフォリオ評価法J

-吉良 直(日本教育大学院大学学校教育研究科教授)

「大学院生のための段階的な大学教員養成制度の概要一アメリカの研究大学から日本への

示唆ー」

-松浦 良充(慶麿義塾大学文学部教授)

「大学にとって「教育」とは何か一日米比較の観点からー」

・山本 泰(東京大学大学院総合文化研究科教授)

「討議力養成を中心とする教養教育の改革」

・小方 直幸(東京大学大学院教育学研究科准教授)

「学習する学生と学習させる教員」

-塩川 雅美(学校法人常朔学園国際交流コーディネーター)

「自己啓発とキャリア形成ー教員、職員を超えてー」

③ラウンドテーブル ある特定のテーマで、の研究 ・実践交流を促す目的で、一般参加者から募

集する。本年度のフォーラムでは「学生とともに進める FDJI高次リテラシーと批判的思考の

教育」など 10件の応募があった。

④個人研究発表 IFD・授業公開JI教育評価JIカリキュラムJI授業研究JI教育評価J

I e-Leaming・遠隔教育JI大学生 ・大学生活」の研究部会を用意し、大学教育実践研究の交流

の場としている。本年度のフォーラムでは、 77件の応募があった。 2009年度の申し込みが 67

件、 2010年度の申し込みが 72件であったから、申し込みは漸次増加傾向にあると言える。

3. 付録資料

『第 18 回大学教育研究フォーラム プログラム~ (web上でも公開、下記参照 http://www.highedu.

kyoto-u.ac.jp/forum/2011/program2011.pdf) 

(溝上慎一)
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i大学教育研究フォーラム
フ口グラiし、

2012.3.15THU・16FRI
京都大学吉田南構内1号館

【個人研究発表・ラウンドテーブル企画】:1号館/総合館(吉田南構内)

【小講演】:1号館(吉田南構内)

【基調講演・パネルデ、イスカッション】:百周年時計台記念館・1F百周年記念ホール(本部構内)

【情報交換会】:百周年時計台記念館・2F国際交流ホール(本部構内)

主催:京都大学高等教育研究開発推進センター
本研究フォーラムは特別経費プロジェクト『大学教員教育研修のための相互研修型FD拠点形成」の一環です。

協賛:関西地区FD連絡協議会

※本プログラムは下記 Web上で、 PDF版を公開しています。

http://www.highedu.kyoto同 u.ac.jpj
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第 18回大学教育研究フォーラム

.日程 2012年3月15日(木)'" 1 6日(金)

4砂会場 京都大学吉田キャンパス

[個人研究発表・ラウンドテーブル企画1 1号館/総合館(吉田南構内)
[小講演1 1号館(吉田南構内)
[基調講演・パネルディスカッションl 百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール(本部構内)
[情報交換会] 百周年時計台記念館・ 2F国際交流ホール(本部構内)

3月15日(木)

8 : 15'" 11 : 00・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・.. [1号館・共1061
12:30"'13:00…[百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール]

個人研究発表(1) 9: 00"'10: 45・H ・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…・ [1号館/総合館]

~ 
Jι 付

9: 00-9: 20 個人発表①

9: 20-9: 40 個人発表② *1人あたりの時間20分

9: 40-10 : 00 個人発表③ (発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)

10: 00-10 : 20 個人発表④

10: 20-10 : 45 全体討論

小講演(1) 11: 00'" 12 : 00・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.[1号館]

基調講演/パネルディスカッション

13:00"'17:00…[百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール]
開会の挨拶 13 : 00-13 : 10 松本 紘(京都大学総長)

基調講演 13: 10-14: 10 

「相互研修型FDの総括」

田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授/センター長)

J¥ネJレテゃイスカッション 14: 25-17 : 00 

パネリスト 1 山田 剛史(愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室准教授)

パネリスト 2 高橋哲也(大阪府立大学高等教育推進機構教授/機構長・副学長)

パネリスト 3 夏目 達也(名古屋大学高等教育研究センター教授)

パネリスト 4 飯吉 透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション・テクノロジ一局

シニアストラテジスト)

パネリスト 5 樋口 聴(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長)

パネリスト 6 大塚 雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

司
A
A

云 松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

情報交換会 17:30"'19:30…・・[百周年時計台記念館・ 2F国際交流ホール]
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3月16日(金)

~ 
Jι イサ 8 : 30'" 13 : 30・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・..[1号館・共106]

個人研究発表(2) 9 : 00'" 1 0 : 45…...・H ・..…...・H ・.....・H ・...[1号館/総合館]

9: 00-9: 20 個人発表①

9: 20-9: 40 個人発表② *1人あたりの時間20分

9: 40-10 : 00 個人発表③ (発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)

10: 00-10 : 20 個人発表④

10: 20-10 : 45 全体討論

小講演(2) 11: 00'" 12 : 00・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.[1号館]

ラウンドテーブル企画 13 : 30'" 16 : 00・H ・H ・H ・H ・.....・H ・..…・ [1号館/総合館]
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|3月iG日(木)

第 1日

個人研究発表(1) 9:00""10:45 

A-1.教育評価研究部会 座長:小島佐恵子…・…・[会場 :1号館・共312]

短期大学卒業生の「キャリア形成と短大評価調査」に基づく FD研究の方向性

一教育成果の読み取り方と授業改善のあり方一

武田るい子(清泉女学院短期大学国際コミュニケーション科)

長田尚子(清泉女学院短期大学国際コミュニケーション科)

村田信行(清泉女学院短期大学国際コミュニケーション科)

九州大学における GPA制度と成績分析

藤原智子(九州大学基幹教育院)

淵回吉男 (九州大学基幹教育院)

島根大学における教学IRの現在とこれから

雨森聡(島根大学教育開発センター)

森朋子 (島根大学教育開発センター)

松田岳士(島根大学教育開発センター)

学生調査の実施・活用に関する現状と課題

小島佐恵子 (北里大学高等教育開発センター/一般教育部)

鈴木牧彦(北里大学高等教育開発センター/一般教育部)

8-1.カリキュラム研究部会 座長:大森不二雄…・…・[会場 :1号館・共311]

新入生の実態に合わせたカリキュラムの検討一大学生基礎力調査 (9万人対象)の分析より一

藤井恒人(株式会社ベネッセコーポレーシ ョン大学事業部)

岡田佐織(株式会社ベネッセコーポレーション大学事業部)

樋口 健(株式会社ベネッセコーポレーシ ョン教育研究開発センター)

青野透(金沢大学大学教育開発 ・支援センター)

学士力育成に資する共通英語教育の環境整備

岡田圭子 (濁協大学経済学部)

飯島優雅(濁協大学経済学部)

大学生の数学力全国22大学調査の結果より

水町龍一 (湘南工科大学工学部)

御園真史(島根大学教育学部)

学習成果に基づく学士課程改革とeポートフォリオ一地方国立大学の取組事例ー

大森不三雄(首都大学東京大学教育センター)

本間里見(熊本大学大学教育機能開発総合研究センター)

宮崎誠(法政大学情報メディア教育研究センター)
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3月iG日(木.

8-2.カリキュラム研究部会 座長:酒井浩二・・…・…[会場:総合館・共北25]

文系学生を対象とした自然科学科目における探求学習型プログラムの検討

山田秀人(九州大学基幹教育院)

小島健太郎(九州大学基幹教育院)

鎌滝晋礼(九州大学基幹教育院)

徳田誠(佐賀大学農学部)

藤原智子(九州大学基幹教育院)

淵田吉男 (九州大学基幹教育院)

ゼミナール活動活性化のためのキャリア教育導入について

平山 弘(阪南大学流通学部)

大村邦年(阪南大学流通学部)

大学初年次のアカデミックライティング授業における学習者のメタ認知的知識と最終課題得点との関係

椿本弥生(公立はこだて未来大学システム情報科学部)

沼田 寛(公立はこだて未来大学システム情報科学部)

大塚裕子(公立はこだて未来大学システム情報科学部)

レポート技法習得の前段階としての文章作成の練習法

酒井浩二 (京都光華女子大学キャリア形成学部)

C-1.授業研究部会 座長:平山 勉・・・・・・・・・[会場:総合館・共北26]

初年次教育におけるオンデマンドリメディアル学習の効果

樋口勝一 ・尾崎秀夫(神戸海星女子学院大学)

初年次導入教育としての教育ディベー卜

丸尾雅啓・倉茂好匡(滋賀県立大学環境科学部)

理科系教職課程における模擬授業の効果に関する事例研究ー自信度とイメージマップを通してー

川村康文(東京理科大学理学部)

海老崎功(京都市青少年科学センター)

ユビキタス映像記録視聴システムを活用した授業研究の試み

平山勉(名城大学教職センター)

後藤明史(名古屋大学情報基盤センター)

竹内英人(名城大学教職センター)

C-2.授業研究部会 座長:津田忠幸・・・・・・・・・[会場:総合館・共北27]

大学生を対象とした天文学の知識調査と授業の効果

藤原智子・淵田吉男(九州大学基幹教育院)

初年次教育における継続的リフレクションの効果一学習コミュニティに支えられた振り返り一

土屋衛治郎・森朋子 ・鹿住大助 ・雨森聡(島根大学教育開発センター)

カラーカードを用いた簡易応答確認装置

吉村匠平・佐藤みつよ(大分県立看護科学大学看護学部)

学び合いを通じた初年次教育の実践一医療系単科大学における3年間の取り組みと評価の試み一

津田忠幸・鳥居順子・加藤徳雄・脇坂浩之・草薙康城(愛媛県立医療技術大学保健科学部)
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|3月iG日(木)

C-3.授業研究部会 座長:青野透・・…・…[会場:総合館・共北28]

初年次教育におけるビジネス・ゲームの利用とその有効性

上野雄史・大久保誠也・岸 昭雄・国保祥子 ・武藤伸明・森 勇治

(静岡県立大学経営情報学部)

大学教育におけるタイム・マネジメン卜一授業改善を学生の学習へ活かすために一

中村章二 (愛知教育大学)

教育成果を高めるためのブレンディド・ラ一二ングの試みー「医事法入門jを中心にー

青野透(金沢大学大学教育開発 ・支援センター)

D-1. FD・授業公開研究部会 座長:榊原暢久・・…・・・・[会場:総合館・共北31]

大学・高専教員のFD研修ニーズに関する研究

城間祥子 ・大竹奈津子 ・山田剛史・ 佐藤浩章 (愛媛大学教育 ・学生支援機構)

阿南高専におけるティーチング・ポートフォリオの展開一高専におけるTP作成の普及一

松本高志 ・坪井泰士(阿南工業高等専門学校)

ティーチング・ポートフォリオを活用した新任教員研修

坪井泰士・松本高志(阿南工業高等専門学校)

芝浦工業大学工学部における FD活動の事例報告一授業外学習を促すシラパスの書き方ws-
榊原暢久・ホ一トン広瀬恵美子 (芝浦工業大学工学部)

E-1. e-Learning・遠隔教育研究部会 座長:加藤由香里…・ー[会場:総合館・共北32]

学生からの視点によるクリッカーが効果的に機能するための要因の検討

須藤 智・佐藤龍子(静岡大学大学教育センター)

コースポートフォリオによるカリキュラム改善の試み

酒井博之 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

大山牧子 (京都大学大学院教育学研究科)

田口真奈 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

アンチ・ユビキタス・ラーニング

天野憲樹(岡山大学教育開発センター)

海外で活躍する日本語教師支援のためのポータルサイトの開発

加藤由香里 (東京農工大学大学教育センター)
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F-1.大学生・大学生活研究部会 座長:鹿住大助・・…・…・[会場 :1号館・共207]

初年次学生における大学生活への興味ープロジェク卜テーマからの分析ー

中島 誠・長潰文与・中山留美子(三重大学高等教育創造開発センター)

中西良文(三重大学高等教育創造開発センター/教育学部)

大学生の学習と勉強への取り組み方とそれらに影響を与える要因についての考察

斉藤有吾(京都大学大学院教育学研究科)

図書館におけるピアサポートー教室外学習の場としての図書館の可能性一

昌子喜信・矢田貴史(島根大学附属図書館/学術国際部図書情報課)

鹿住大助・森朋子(島根大学教育開発センター)

ピアサポートにおける学生の学び

一島根大学附属図書館「図書館コンシェルジュ」へのインタビューー

鹿住大助・森朋子(島根大学教育開発センター)

昌子喜信・矢田貴史(島根大学附属図書館/学術国際部図書情報課)

F-2.大学生・大学生活研究部会 座長:南学・…・…・…・[会場 :1号館・共208]

ピアサポートシステムによる学習サポートデスクの試行

林 真弥(島根大学教育開発センター)

玉谷充(島根大学総合理工学研究科)

北村幸一郎(島根大学総合理工学部)

森朋子 (島根大学教育開発センター)

教員、職員、学生が共に進める学生支援の取り組み

吉田 博(徳島大学大学開放実践センター)

先輩後輩関係を指導単位とするベア制度を用いたゼミ機能の有効性

一協同的な学びのあり方に関する質的検討を踏まえてー

山田嘉徳(関西大学大学院心理学研究科)

大学生における社会的クリテイカルシンキングの発達 (2)

南 学 ・中西良文(三重大学教育学部/高等教育創造開発センター)

中島 誠(三重大学高等教育創造開発センター)
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小講演(1) 11: 00"" 12 : 00 

学習コミュニティ形成を意図した大学連携の取組………………………[会場:1号館・共312]

山川 修(福井県立大学学術教養センター教授)

[司会]酒井 博之(京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教授)

大学におけるキャリア支援・教育はどこに向かうかつ

一揺らぐ 「就社」 社会のなかでー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場 ・1号館・共311] 

児美川 孝一郎(法政大学キャリアデザイン学部教授)

[司会]溝上慎一 (京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

大学教育におけるポートフォリオ評価法………………………………・[会場:1号館・共208]

西岡 加名恵(京都大学大学院教育学研究科准教授)

[司会]松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

大学院生のための段階的な大学教員養成制度の概要

ーアメリカの研究大学から日本への示唆一 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[会場:1号館・共207]

吉良 直 (日本教育大学院大学学校教育研究科教授)

[司会]田口 真奈 (京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)
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基調講演/パネルディスカッション 13 : 00'" 17 : 00 

.0. 
宜主 場 百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール

開会の挨拶 13 : 00'"" 13 : 10 

松本紘(京都大学総長)

基調講演 13 : 10'"" 14 : 10 

「相互研修型FDの総括」

田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授/センター長)

パネルディスカッション 14:25'""17:00 

図書
京都大学高等教育研究開発推進センターでは、文部科学省の支援を受けて、 2008年度

より 5年計画で、特別教育研究 「大学教員教育研修のための相互研修型FD拠点形成」に

取り組んできました。この特別教育研究は、 学内ではFD研究検討委員会、地域では関

西地区FD連絡協議会、全国レベルでは2つのフォーラムやFDネットワーク代表者会議、国際レ

ベルではSOTL関連組織との連携などを通じて、相互研修型FDの理念にもとづく FDネットワー

ク形成を行おうとするものです。2010年3月には、教育関係共同利用拠点(拠点名称「相互研修

型FD共同利用拠点J)として文科省から認定され、これによって、本センターは、大学教育の研

究開発の拠点としての役割を継続的に果たしてLぺ使命を公的にも担うことになりました。

今回のシンポジウムは、本年3月末で特別教育研究4年目の終了と拠点リーダーである田中セン

ター長の退職を迎えるにあたり、これまでの本センターの活動を総括し、今後の活動への展望をひ

らくことを目的とするものです。田中センター長による基調講演に対し、これまで本センターの

FDネットワーク形成活動に何らかの形で関与されてきた方々からコメントをいただき、それに応

えることによってこの目的を果たしたいと考えています。

パネリスト 1: 山田 剛史(愛媛大学教育・ 学生支援機構教育企画窒准教授)

パネリスト 2: 高橋 哲也(大阪府立大学高等教育研究機構長/副学長)

パネリスト 3: 夏目 達也(名古屋大学高等教育研究センター教授)

パネリスト 4: 飯吉 透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション ・テクノロジ一局

シニアストラテジスト)

パネリスト 5: 樋口 聴(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長)

パネリスト 6: 大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センタ一教授)

司 dz岳z、 松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センタ一教授)

溝上慎一 (京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)
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第2日

個人研究発表(2) 9 : 00"" 1 0 : 45 

A-2.教育評価研究部会 座長:佐藤浩章・・…・…[会場:総合館・共北25]

就業力はどのように測定されているか一現状と課題一

松田岳士(島根大学教育開発センター)

成績の学生による相互評価導入の試み

小山内隆生 (弘前大学大学院保健学研究科)

シミュレーションの教育的意義と可能性一理学療法教育におけるOSCE-Rによる学生の学びの促進一

平山朋子 (藍野大学医療保健学部)

松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター)

西村 敦 (大阪保健医療大学付属大阪リハビリテーション専門学校)

堀寛史 (藍野大学医療保健学部)

全員参加型授業コンサルテーションの効果測定

佐藤浩章 (愛媛大学教育・ 学生支援機構)

8-3.カリキュラム研究部会 座長:森朋子・・…・…[会場:総合館・共北26]

教員養成型PBL教育の課題と展望VI一教員養成スタンダードによる分析一

松本金矢 (三重大学教育学部)

根津知佳子 (三重大学教育学部)

森脇健夫 (三重大学教育学部)

教員養成型PBL教育の課題と展望VII一学修サポー卜のあり方について一

中西康雅 (三重大学教育学部)

根津知佳子 (三重大学教育学部)

森脇健夫 (三重大学教育学部)

守山紗弥加 (三重大学教育学部)

高林朋世 (三重大学教育学部)

大学生の学習に着目したカリキュラムの改善一理学療法士系大学の改善プログラム実施に向けて一

大山牧子 (京都大学大学院教育学研究科)

物理を学ぶ1年生の工スノグラフイー修学プロセスに焦点を当てて一

森朋子 (島根大学教育開発センター)

雨森聡 (島根大学教育開発センター)
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C-4.授業研究部会 座長:坂井敬子・・…・…[会場:総合館・共北27]

若者を取りまく環境と「学び合いの場」の意義

松田淑子 (福井大学教育地域科学部)

山田志穂・吉村祐美・買 硝(福井大学大学院教育学研究科)

学習者の多様性と「チーム学習J
長尾 尚(大阪信愛女学院短期大学)

奥田三郎(おおさかチーム学習研究会)

市川隆司(大阪信愛女学院短期大学)

ライティング・センターにおける大学生のレポート執筆プロセスへの内省を促す実践と評価

舘野泰一 (東京大学大学院学際情報学府)

大川内陸朗(早稲田大学大学院会計研究科)

平野智紀(内田洋行教育総合研究所)

中原 淳 (東京大学大学総合教育研究センター)

大学 1・2年生における汎用的/専門的/実務的資質能力の検討

坂井敬子 ・須藤 智・佐藤龍子(静岡大学大学教育センター)

C-5.授業研究部会 座長:沖林洋平・・・・・・・・・[会場:総合館・共北28]

海外語学研修用ポートフォリオの考察ーより効果的な英語研修を目指して一

村上裕美 (関西外国語大学短期大学部)

初年次学生にジェネリック・スキルを身につけさせる

久保田祐歌(愛知教育大学教育創造開発機構)

河野哲也(立教大学文学部)

ゼミナールに対して学部3・4年生が感じている魅力と不満の検討

伏木田稚子 (東京大学大学院学際情報学府)

共通教育科目「心理学Jの複数横断的効果の検証
沖林洋平・小杉考司・川崎徳子 ・恒吉徹三・福田 庚(山口大学教育学部)

C-6.授業研究部会 座長:吉田文子・・・・・・・・・[会場:総合館・共北31]

学生の自主的学習を効果的に促進する指導モデル

杉田由仁・流石ゆり子 (山梨県立大学看護学部)

吉田文子(佐久大学看護学部)

平田良江・小林美雪 ・須田由紀・井口久美子 (山梨県立大学看護学部)

経済学基礎科目における演習科目の効果に関する実証研究

東晋司・児玉俊介・佐藤崇・浮口 隆(東洋大学経済学部)

巽靖昭(早稲田大学国際学術院)

初年次教育科目「導入基礎演習Jの学修への影響ー rStudentReportJからの分析ー
吉田文子・八尋道子・柿浮美奈子(佐久大学看護学部)
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C-7.授業研究部会 座長:五島譲司・・…・…・[会場 :1号館・共207]

レポート・論文内の参考文献に対する大学生の素朴概念

福田 健 (清泉女子大学文学部)

e-Iearningにおける学習ストラテジーと英語学習ビリーフ

佐藤恭子 (追手門学院大学国際教養学部)

権瞳 ・AlanBessette (プール学院大学国際文化学部)

有馬淑子 (京都学園大学人間文化学部)

教員のcollaborationによる職能開発に関する一考察

五島譲司 (新潟大学教育 ・学生支援機構)

0-2. FO・授業公開研究部会 座長:吉田雅章・・・・・・・・・[会場:総合館・共北32]

全教員の相互研修型FDのあり方についての一考察ー全授業公開による通信制大学における取り組みー

三田地真実・天野一哉 ・坪内俊憲 ・伊藤嘉一 ・森川和子 (星権大学共生科学部)

国際連携教育プログラムにおける専門教員FDの可能性一海外集中講義を実践の場としてー

リー飯塚尚子 (長岡技術科学大学国際連携センター)

授業改善のためのFDサイクルとその検証一神奈川工科大学における 12年間の実践ー

遠山紘司 (神奈川工科大学教育開発センター)

大学院のFDに関する暗中模索

吉田雅章 (和歌山大学経済学部)

0-3. FO・授業公開研究部会 座長木野 茂・・・・・・・・・・[会場 :1号館・共311]

実務系教員の大学教育力に対する自己評価と FDによる支援可能性

森田健宏 (関西外国語大学短期大学部)

ティーチング・ポートフォリオ・ワークショップ運営における課題

一活動・作業のアウトカム評価に着目して一

竹元仁美 ・山遺素子 (聖マリア学院大学看護学部)

質保証を目指す選択科目の授業改善

清水 亮 (三重中京大学現代法経学部)

学生FD活動の現況と課題

木野茂 (立命館大学共通教育推進機構)
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F-3.大学生・大学生活研究部会 座長:清水強志・・…・…・[会場 :1号館・共208]

College Readiness学力・体力・気力の3要素と、大学新卒離職率3年3割と

-College ReadinessをOccupationReadinessに繋げるという大学の役割を考えるー

官野憲司(千葉大学文学部)

大学生の自己調整学習方略・授業プロセス・パフォーマンスと学業成績の関係について

一大学生の自己評価と教員評価の差異についての検討ー

畑野快(京都大学大学院教育学研究科)

大学初年次における学習活力に関する調査

清水強志(創価大学学士課程教育機構)

文章作成に対する自己イメージに関する調査

山崎めぐみ(創価大学学士課程教育機構)

F-4.大学生・大学生活研究部会 座長:上崎哉・・…・…・[会場 :1号館・共312]

立命館大学における研究者育成プ口ク、ラムの展開一人文社系専攻の大学院生支援を中心にー

f要井浩子 (立命館大学博士キャリアパス推進窒)

経験学習型授業における学生の経験と学習についての調査研究①

木村充(東京大学大学院学際情報学府)

河井 亨 (京都大学大学院教育学研究科)

経験学習型授業における学生の経験と学習についての調査研究②

河井 亨 (京都大学大学院教育学研究科)

木村充(東京大学大学院学際情報学府)

学生生活と学業成績の関連性についての包括的調査

一悉皆調査による学生指導資料作成に向けた実験的取組み一

上崎哉(近畿大学法学部)
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|3月i[;j日(金)

小講演(2) 11: 00"" 12 : 00 

大学にとって「教育」とは何か一日米比較の観点からー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場 ・1号館・共312]

松浦 良充(慶腰、義塾大学文学部教授)

[司会]田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

討議力養成を中心とする教養教育の改革...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.[会場:1号館・共208]

山本泰(東京大学大学院総合文化研究科教授)

[司会]松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

学習する学生と学習させる教員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場 ・1号館・共311]

小方直幸(東京大学大学院教育学研究科准教授)

[司会]溝上慎一 (京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

自己啓発とキャリア形成ー教員、職員を超えてー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場 ・1号館・共207]

塩川 雅美 (学校法人常期学園国際交流コーディネーター)

[司会]山本淳司(京都大学総長窒教育担当課長)
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3月i1;j日(金.

ラウンドテーブル企画 1 3 : 30'" 1 6 : 00 

学生とともに進める FD・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場 ・総合館・共北27]

企 画 :木野茂(立命館大学共通教育推進機構)

共同企画 :梅村修(追手門学院大学国際教養学部)

大崎雄二 (法政大学社会学部)

村山孝道(京都文教大学教務課)

大津秀介(愛知教育大学大学教育センター)

天野憲樹(岡山大学教育開発センター)

話題提供 :柿沼義孝(濁協大学外国語学部)

梶浦桂司(札幌大学法学部)

吉田 博(徳島大学大学開放実践センター)

司 会:木野茂(立命館大学共通教育推進機構)

高次リテラシーと批判的思考の教育…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…・[会場.総合館・共北32]

企 画:楠見孝(京都大学大学院教育学研究科)

話題提供:楠見 孝(京都大学大学院教育学研究科)

沖林洋平(山口大学教育学部)

原 塑(東北大学大学院文学研究科)

林 創(岡山大学大学院教育学研究科)

指定討論:道田泰司(琉球大学教育学部)

司 会:子安増生(京都大学大学院教育学研究科)

内部質保証システムを支える IRの可視化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場 ・1号館・共311]

企 画 :鳥居朋子(立命館大学教育開発推進機構)

八重樫文(立命館大学経営学部)

話題提供 :山田剛史(愛媛大学教育・ 学生支援機構)

岡田有司(立命館大学教育開発推進機構)

川那部隆司(立命館大学教育開発推進機構)

青山佳世(立命館大学教学部)

南浦聡介(立命館大学経営学部)

川口 玄(立命館大学経営学部)

内村 浩(京都工芸繊維大学アドミッションセンター)

山本以和子 (京都工芸繊維大学アドミッションセンター)

森雅生(九州大学大学評価情報窒)

指定討論 :八重樫文(立命館大学経営学部)

司 会:鳥居朋子(立命館大学教育開発推進機構)
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|3月i[;)日(金)

FDプログラムにおける提供者と参加者の「ずれ」を考察する・・・・・・・・・・・・[会場・総合館・共北25]

企 画 :佐藤万知(東北大学高等教育開発推進センター・大学教育支援センター)

話題提供 :佐藤万知(東北大学高等教育開発推進センター・大学教育支援センター)

田中 岳(九州大学教育改革企画支援窒)

立石慎治(東北大学高等教育開発推進センター・大学教育支援センター)

今野文子(東北大学高等教育開発推進センター・大学教育支援センター)

司 会:佐藤万知(東北大学高等教育開発推進センター ・大学教育支援センター)

非理工系学部での新しい数学教育を目指して・…・…・…・…・…・…・…・…・[会場:1号館・共208]

企 画:水町龍一(湘南工科大学工学部)

話題提供:川添 充(大阪府立大学高等教育推進機構)

椋本洋(立命館大学教育開発推進機構)

矢島彰(大阪国際大学現代社会学部)

御園真史(島根大学教育学部)

高橋大介(名桜大学数理学習支援センター)

小田五月(名桜大学総合研究所)

指定討論:浪川幸彦 (椙山女学園大学教育学部)

司 会:水町龍一(湘南工科大学工学部)

FD、SD、学生FDの対話 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場:1号館・共312]

企 画 :村上正行(京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

杉原真晃 (山形大学基盤教育院)

話題提供 :半津礼之(京都大学高等教育研究開発推進センター)

日野智仁(奈良先端科学技術大学院大学企画総務課)

赤尾辰也(l'弗教大学学生)

服部憲児(大阪大学大学教育実践センター)

指定討論:田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター)

司 会:村上正行(京都外国語大学マルチメディア教育研究センター)

杉原真晃 (山形大学基盤教育院)

成果が学生にフィードパックされる FDとは

一学生の学びの変化をとらえる一…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…[会場:総合館・共北26]

企 画:松田岳士 (島根大学教育開発センター)

岩崎千晶(関西大学教育推進部教育開発支援センター)

話題提供:長津多代(三重大学付属図書館研究開発室)

香川秀太(大正大学人間学部)

松田岳士 (島根大学教育開発センター)

岩崎千晶(関西大学教育推進部教育開発支援センター)

指定討論:松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター)

司 会:松田岳士(島根大学教育開発センター)
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3月i[;J日(金.

学生・職員と創る大学教育…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..……[会場:総合館・共北28]

企 画:清水 売 (三重中京大学現代法経学部)

橋本勝(富山大学大学教育支援センター)

話題提供 :小田隆治(山形大学地域教育文化学部・教育開発連携支援センター)

川上忠重(法政大学理工学部・教育開発支援機構FD推進センター)

三木朋乃(立教大学経営学部)

学生討論:神原由依(岡山大学医学部学生)

司 会:清水亮(三重中京大学現代法経学部)

特色ある大学・大学院情報教育の取り組み...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・....[会場:1号館・共207]

企 画:田中克己(京都大学大学院情報学研究科)

話題提供:浅野泰仁(京都大学大学院情報学研究科)

木村欣司(京都大学大学院情報学研究科)

山肩洋子(京都大学大学院情報学研究科)

前川佳一(京都大学大学院経営管理研究部)

矢作日出樹(京都大学学術情報メディアセンター)

稲葉利江子(京都大学大学院情報学研究科)

指定討論:学内外から 3名程度を予定

司 会 :田中克己(京都大学大学院情報学研究科)

乙れからの学士を育てるための人材教育...・ H ・H ・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..[会場:総合館・共北31] 

企 画 :たなかよしこ(日本工業大学工学部)

話題提供 :野崎浩成(愛知教育大学教育学部)

小山義徳(聖学院大学人間福祉学部)

河住有希子 (日本工業大学学修支援センター)

たなかよしこ(日本工業大学工学部)

瀬村江里子(松本歯科大学歯学部)

司 会:馬場異知子 (東京農工大学国際センター)
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参加方法等について

.参加資格 大学教育関係者、もしくは大学教育に関心のある方。

.参加費用 発表論文集等の資料代として1，000円を当日受付にて申し受けます。

.参加申込の方法

次のいず2れかの方法で、 2012年2月3日(金)までに、

1 .高等教育研究開発推進センターのHPの入力フォームから、オンラインで申し込む。

2.18ページのFAX用フォームを使用し、 FAXにて申し込む。

3.高等教育研究開発推進センターのHPより、 FAX用フォームをダウンロードし、 FAX'こて申し込む。

センターHP: http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp 

.情報交換会について

初日 (3月15日)午後5時半より、百周年時計台記念館2階・国際交流ホールにて、講師の先生方を

囲んで情報突換会を開催いたします(会費5，000円)。

こちらも合わせて、お申し込みをお待ちしております。

会費は当日、受付にてお支払いください。

.お問い合わせ

京都大学学務部共通教育推進課管理掛

730forum@maiI2.adm.kyoto-u.ac.jp 

(注)メールを送る場合には、件名に「大学教育研究フォーラムについての問い合わせ」とお書きください。

あさがお(ASAGAO)MLのご案内

高等教育研究開発推進センターでは、当センターに関する最新の情報を
お知らせするための『あさがお (ASAGAO)M L.nを設けています。

このMしでは、「公開研究会Jr大学教育研究フォーラム」などのイベン卜開催や

他の高等教育関連機関のシンポジウム、ワークショップの開催などの情報を
提供しており、案内を自由に投稿することもできます。

*下記のURLから登録できます。
http://kyoto-u.s四coop.netjasagaoj
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FAX: 075・753・6691 宛先:京都大学高等教育研究開発推進センター

第18回大学教育研究フォーラム 参加申込書 (FAX用)

所 属

職 名

(ふりがな)

氏 名

T 

連 絡 先

(自宅・勤務先)

電話番号

メ jレアドレス このメーjレアドレスを『あさ力fお (ASAGAO)ML~ に
登録することを

希望する 希望しない 登録済み (0をつけてください)

情報交換会 参加する 参加しない (0をつけてください)

3月15日(木)
(注)キャンセルの方は、 2012年3月9日(金)17時までにご連絡下さい。申し込みをされて

17時半~ 当日お越しにならない場合には、後日請求をさせていただきます。あらかじめご了承下さい。
会費 5，000円

備 考
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※2011年12月現在の情報となります。

近衛遇

主な交通機関

地下鉄烏丸線・今出川駅より
市バス 203系統 「銀閣寺道・錦林車庫』行 r百万遍J 下車
市バス 201系統「百万遍・祇園」行「京大正門前」下車

京阪・出町柳駅より
市バス 201系統「祇園・みぷJ 行「京大正門前J 下車
又は、東へ徒歩約 20分

阪急・河原町駅、京阪・祇園四条駅より
市バス 31系統「熊野・岩倉J 行「京大正門前J 下車
市バス 201系統「百万遍・祇園」行「京大正門前」下車
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IV-3.大学生研究フォーラム

1. 概要

大学全入時代といわれる最近の大学教育にとって、学生をどう育てるかということが喫緊の

課題となっている。大学はもはや単なる知識を習得させるだけの場ではなく、知識杜会、情報

化社会、グローパノレ社会といった新たな社会状況で力強く活躍する人材育成の場ともなってき

ている。そのために大学は、正課・正課外教育、キャリア教育など有機的・包括的に考えてい

かなければならない。

大学生研究フォーラムは、高等教育における教授学習やファカルティ ・ディベロップメント

の実践的研究組織 ・京都大学高等教育研究開発推進センターと、大学生 ・大学院生への奨学制

度で、社会に貢献する有用な人材育成を目指す公益財団法人電通育英会が、現代大学生の姿を

正確に理解し、かつ現代社会を力強く生きていける学生を育てるために開催するものである。

大学生研究フォーラムは、特別経費「大学教員教育研修のための相互研修型 FD拠点形成」

の園内連携事業のーっとして運営されている。

本年度(第4回、名称は「大学生研究フォーラム 2011J)は、 3年に一度実施している 「大学

生のキャリア意識調査 2010Jの報告をおこなう年であったことをふまえて、「結局私たちは、

大学生調査から実践に何を伝えるのか」と題する年度テーマを、次に述べるシンポジウムで総

合的に検討した。

また、本年度は3つの大きな拡張をおこない事業を発展させた。第一に、共催校に東京大学

大学総合教育研究センターを加えて、運営組織の拡張をおこなったことである。第二に、これ

まで一方通行的な講演形式のフォーラムから、参加者同士が議論をおこなう「参加者ダイアロ

ーグ」を導入したことである。実施形式の拡張である。第三に、株式会社学研教育みらいの協

力を得て、参加対象者を大学、企業等の関係者だけでなく高校教諭にまで拡張したことである。

これはとくにキャリアデザインが大学入学以前の状態と密接に絡んでいる調査結果をふまえ

てのことである。こうして二日目には、従来型の一日目の議論をふまえた 「高校教諭のための

シンポジウムJを新たに設けた。

このような結果、毎年 250・300名弱の参加者だった大学生研究フォーラムは、本年度は 427

名の参加者数となった。150名近く増加したことになる。

2. プログラムの特徴

2-1. 一日目のプログラム

大学生研究フォーラムは毎年、①基調講演、②講演、③事例報告、④ノfネノレデ、イスカッショ

ンから構成して実施されるが、本年度は②を廃止し、③④をセットにしたシンポジウム形式の

統合フ。ログラムを実施した。本年度のテーマ、 登壇者は下記のとおりである。

213 



①基調講演 大学生の学習やキャリアに関する研究を一段階高い視野へと導いてくれるリー

ダー的役割を担った識者、あるいは論者に登壇していただき、今後の大学生研究の方向性やヴ

ィジョンへの示唆をいただ、くことを目的としている。本年度は、和田秀樹氏(国際医療福祉大

学大学院教授、精神科医)に、「大学受験の今日的、社会的意義一大学に何を求めるか」とい

うテーマで、基調講演をおこなってもらった。

②シンポジウム 本年度は、「結局私たちは、大学生調査から実践に何を伝えるのか」を年度

テーマとしていたので、それにもとづく報告を2件おこない、それらについて 3件コメントを

もらった。そして、上述した「参加者ダイアローグ」をおこなった。

-報告

-溝上|真一 (京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

「育てる教育力学と支援する教育力学の相補的関係」

-下村英雄(独立行政法人労働政策研究 ・研修機構副主任研究員)

「大卒者の初期キャリアと大学の学びを媒介するもの」

.コメント:

・豊田義博(リクルートワークス研究所主任研究員) <大学生とキャリア形成の立場>

・浦坂純子(同志社大学社会学部教授) <労働経済学の立場>

-鳥居朋子(立命館大学教育開発推進機構教授) <高等教育全体の立場>

・ノ号ネルデ、イスカッション:

上記の報告・コメントを受けて、大学教育改革、キャリア教育の専門の識者に自由に討論し

てもらうことを目的としている。 一日の振り返り、総括となることも目的としている。パネリ

ストとして以下の 3氏を招鴨した。

-吉見俊哉(東京大学大学総合教育研究センター長/副学長) <高等教育全体の立場>

・松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授) <学習論の立場>

・川崎友嗣(関西大学社会学部教授) <キャリア教育の立場>

2-2. 二日目のプログラム

午前中と午後の 2つのセッションに分けた。午前中は、 一日目プログラムを受けて、高校教

諭との議論である。 一日目の登壇者として、浦坂純子先生、中原淳先生、そして溝上が参加し

た。

午後のプログラムは、高校現場からの報告とそれをもとにしたパネルデ、イスカッションであ

る。

-三浦隆志(岡山県立勝山高校教頭)

「生徒の成長の契機とキャリア教育のありかた」

・村上育朗(岩手県立花巻東高校教頭)

「岩手県沿岸 5校の学力向上連携事業と被災地からのメッセージ」

の両先生より報告を頂き、

-三浦隆志

・村上育朗
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-奥村弘史(滋賀県立膳所高校進路指導主事)

-鈴木徹也(埼玉県立総合教育センター教育主幹兼主任指導主事)

の4名で、パネルデ、イスカッションをおこなった。フロアーとも活発な議論がおこなわれた。

3. 大学生研究フォーラム2011を振り返って

1.で述べたように、本年度は3つの大きな拡張をおこない事業を発展させた。第一に、共

催校に東京大学大学総合教育研究センターを加えたこと、第二に、参加者ダイアローグを導入

したこと、第三に、「高校教諭のためのシンポジウム」を二日目に新たに設けたことである。

参加者数の大幅な増加もさることながら、これまで、若干バラバラだ、った個々のプログラムがつ

ながりあって内容が深まったことが何よりよかった。高校の現場で思う以上に、キャリア教育

が浸透していない実態もよく見えてきた。来年度の課題としたい。

正課教育における学業とキャリアをつなげて本格的に議論する場は、全国を見渡してこの大

学生研究フォーラム以外にはほとんどないと思われる。その意味で、このフォーラムの場は貴

重である。フォーラムをこれからも開催することで、 学業とキャリアの架橋をさらに検討し、

実践的に浸透させていくべく尽力していきたい。

4. 付録資料

『大学生研究フォーラム 2011~のプログラム並びに講演禄 (web 上で公開)

(http://www.dentsu・ikueikai.or.jp/foruml)

(溝上慎一)
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brJiL Z;:古里忠君|

l楚昌弘芳弓ム2011を開催しました
大学生研究フォーラム2011(ま無事申書7いたしました.

.~回開催予定のフォーラム2012のご案肉は、 3月頃を予定しています.

大学生研究フォーラム2011開催要項

啓摺者のプロフィ ル

現代大学生の学びとキャリアをデータと

実践を架橋して理解する
大学全入時代といわれる最近の大学教育にとって、学生の学びと成長をどのように考え、実践していくかが喫緊の

課題となっています。大学はもはや単なる知識を習得させるだけの場ではなく、知識基盤社会、情報化社会、グ

口 パル社会といった新たな社会状況で力強く生きていくための人材育成の場ともなってきています。そのために

は、正課・正課外教育、キャリア教育、大学生活など、全体的(holistic)な視点で学生を育てていくことを考えなけ

ればなりません。

高等教育に関する基礎的調査・研究をおこない、かつ教綬学習・カリキュラム、 FD(ファカルティ・ディベロップメン

卜)の実践的支媛を行う組織・京都大学高等教育研究開発推進セン告ーと、大学生・大学院生への奨学制度で、

社会に貢献する有用な人材育成を目指す公益財団法人電通育英会は、現代大学生の姿を正確に理解し、かっ

現代社会を力強く生きていく学生を育てるために大学教育全体で求められている課題は何かを徹底的に検討する

べく、大学生研究フォーラムを開催いたします。

2011年度からは、新たに東京大学大学総合教育研究センヲ も共催に加わり、より大きな体制でこのフォ ラム作

りに臨みます。

大学短大・高専など高等教育機関で教育改革、 FD、キャリア教育等に携わっておられる教職員等関係者、高校で

進路指導・キャリア教育等に携わっておられる教員等関係者、企業の人事部、コンサル告ント等の方々、そしてこ

のテーマに関心ある学生さんなど、多くの皆様にご参加いただきたくここにご案内させていただきます。

2011年4月

京都大学高等教育研究開発推進セン9一長田中毎実

東京大学大学総合教育研究セン予長吉見俊哉

公益財団法人電通育英会理事長松本宏
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l大学生研究フォーラム2011開催要項
開催日 2011年8月1日(月)

会場 京都大学百周年時計台記念館 1階・大ホール、2階・国際交流ホール

案内状 大掌生研喫フォーラム2011 開催のご案肉 (PDF2.6MB) 

特別鶴潰

『大学受敏の今目的、社会的.‘一大学に伺を求めるか』

和田秀樹(国際医療福祉大学大学院教授、精神科医)

13:00-13:15 イントロダクション

ファシリテ ヲ 中原;享(東京大学大学総合教育研究セン9 准教授)

13:15-14:15 .告
『宵てる敏宵力学と支複する敏宵カ掌の相舗的関係』

溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進セン告ー准教授)

『大卒者の初期キャリアと大学の学びを媒介するもの』

下村英雄(独立行政法人労働政策研究・研修機構副主任研究員)

14:15-15:00 コメント

豊田義博(リクルートワークス研究所主任研究員)<大学生とキャリア形成の立場>

浦坂純子(同志社大学社会学部教授)<労働経済学の立場>

鳥居朋子(立命館大学教育開発推進機関教授)<高等教育全体の立場>

15:20-15:45 参加者ダイアローグ

15:45-16:25 パネルディスカッション

16:25-16:35 小指

『大学生聞査と教育実践との聞係』を撮り返る

中原;享(東京大学大学総合教育研究センヲー准教授)

.婿パネルディスカッション

吉見俊哉(東京大学大学総合教育研究セン告一長)

川崎友嗣(関西大学社会学部教授キャリアデザイン担当主事)

松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進セン告一教授)

司会大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進セン9一教綬)

l畳壇者のプロフィール
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和田秀樹{わだひでき)民

国際医療福祉大学大学院教娘、精神科医

1985年東京大学医学部卒業、東京大学医学部付属病院精神神経科助手、アメリカ、

カール・メニンガー精神医学校国際フエローを経て現職。映画監督、評論家としても活

躍している。

中原.(なかはらじゅん)氏

東京大学大学総合教育研究センター准教授

東京大学大学院学際情報学府准教援(兼任)。東京大学、大阪大学大学院人間科

学研究科をへて、文部科学省メディア教育開発センタ一助手、マサチューセッツ工科

大学客員研究員、 2006年より現職。

豊田‘博{とよだよしひろ)民

リクルートワークス研究所主任研究員

東京大学理学部卒。リクルート入社後、新卒採用戦略、広報計画業務を経て、就職

情報誌の編集長を歴任。現在は研究員として、組織・人材マネジメント、労働市場の

未来形、などを探索している。

溝上慎一{みぞかみしんいち)氏

京都大学高等教育研究開発推進センター准教授

1996年京都大学高等教育研究開発推進センター助手、2003年より現職。自己形成

論、青年心理学、学生の学びを中心としたFDと大学生研究を行っている。

浦坂純子{うらさかじゅんこ)民

同志社大学社会学部教綬

大阪生まれ。1998年、大阪市立大学大学院経済学部研究科博士課程修了。博士(経

済学)。松山大学経済学部、同志社大学文学部を経て、学部変更により2005年より現

職。

下村英雄{しもむらひでお)氏

独立行政法人労働政策研究・研修機構副主任研究員

筑波大学大学院博士課程心理学研究科修了。博士(心理学)。心理学の見地から

キャリア教育をはじめ、キャリアガイダンスのあり方について、若者の進路選択や就

労意識に関わる研究を行う。

鳥居周子{とりいともこ)民

立命館大学教育開発推進機構教綬

名古屋大学高等教育研究センター専任講師、アメリ力・ハーバード大学客員研究員

及びミシガン大学高等・ポストセカンダリー教育研究センター客員研究員。2009年か

ら現職。

吉見俊哉{よしみしゅんや)氏

東京大学大学総合教育研究センター長

1957年東京生まれ。東京大学教養学部卒。2004年、同大学院情報学環教授。2006

年、同学環長。2010年より現職、教育企画室長。専攻は社会学、メディア論、文化研

究。
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問い合わせ先

川崎友嗣{かわさきともつぐ)氏

関西大学社会学部教授キャリアデザイン担当主事

日本労働研究機構研究員を経て、 1997年関西大学社会学部助教授、2003年より現

職。専門は職業心理学、キャリア心理学。近年は特に若年者のキャリア自立に関する

研究を行なっている。

低下佳代{まつしたかよ)民

京都大学高等教育研究開発推進センター教綬

京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了。京都大学教育学部助手、群馬大

学教育学部助教授、京都大学高等教育教授システム開発センター助教授を経て、

2004年より現職。

大塚雄作{おおつかゅうさ<>氏

京都大学高等教育研究開発推進センター教授

東京大学理学部・教育学部卒、東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得。

1996年同教授、 2000年大学評価・学位授与機構教授を経て、2004年より現職。

京都大学高等教育研究開発推進センター溝上研究室

〒606-8501京都市左京区吉田二本給町

TEL: 075-753-3047 

FAX: 075-753-3045 

htto:/ /www.hie:hedu.kvoto-u.ac.io/ 

東京大学大学総合教育研究センター(担当中原)

TEL: 03-5841-7829 

htto:/ /www.he.uーtokvo.ac.io/

電通育英会事務局

〒104-0061東京都中央区銀座7-4-17電通銀座ビル4F

TEL: 03-3575-1386 

FAX: 03-3575-1577 
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IV-4. FDネットワーク代表者会議 (JFDN)

IV-4-1. 第4回会議の概要

平成23年 9月 13日(火)、 FDネットワーク代表者会議 (JFDN)の第4回会議が、同場所

芝蘭会館別館研修室にて開催された。北は北海道から、南は九州まで、全国 15の FDネッ トワ

ークの代表が参集し、それぞれの活動の現状と課題について報告し合った。その後、高橋浩太

朗氏 (文部科学省高等教育局大学振興課学務係長)よりコメン トをいただき、それを皮切り

に、今後の FDネットワークについてのあり方、課題について議論が行われた。教職協同 (FD

と SDの連携)の問題、予算的サポー トが望みにくい今後の FDネッ トワークの運営のあり方

など、新たな課題についても取り上げられ、熱心な議論が時間をややオーバーするまで切れ目

なく続いた。 FDネットワークにとっては、前途多難な時代ではあるが、各ネッ トワークの取

組の充実、また、相互の情報交換の場をもつことを通して、次の段階へのステップアップの可

能性を感じさせる勢いも感じることのできた会合で、あった。

1. 参加者

北海道地区FD.SD推進協議会

細川敏幸 (北海道大学高等教育推進機構教授)

いわて高等教育コンソーシアム

佐藤洋一 (岩手医科大学医学部教授)

江本理恵 (岩手大学大学教育総合センター准教授)

国際連携を活用 した大学教育力開発の支援拠点

関内 隆 (東北大学高等教育開発推進センター副センター長/教授)

東日本地区大学問 FDネッ トワーク ・つばさ

小田 隆治 (山形大学高等教育研究企画センター教授)

障害者高等教育拠点

石原 保志 (筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター センター長/教授)

看護学教育研究共同利用拠点

松田 直正 (千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター 特任助教)

文部科学省

高橋浩太朗 (文部科学省高等教育局大学振興課学務係長)

大学コンソーシアム石川

青野 透 (金沢大学大学教育開発 ・支援センター教授)

林 透 (北陸先端科学技術大学院大学大学院教育イニシアティブセンター特任助教)

福井県学習コミュニティ推進協議会 (Fレックス)

坪川 武弘 (福井工業高等専門学校教授)

山川 修 (福井県立大学学術教養センター教授)

FD・SD教育改善支援拠点
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夏目 達也 (名古屋大学高等教育研究センター教授)

全国私立大学FD連携フォーラム

安岡 高志(立命館大学教育開発推進機構教授)

大学コンソーシアム京都

林 久夫(龍谷大学理工学部教授)

川面 きよ(大学コンソーシアム京都専門研究員 (FD)) 

山陰地区FD連絡協議会

森 朋子(島根大学教育開発センター 副センター長/准教授)

四国地区教職員能力開発ネットワーク (SPOD)/教職員能力開発拠点

秦 敬治(愛媛大学教育 ・学生支援機構教育企画室准教授)

九州地域大学教育改善FD・SDネットワーク:Q-Links 

田中 岳(九州大学教育改革企画支援室准教授)

相互研修型FD共同利用拠点

田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センターセンター長/教授)

大塚雄作(同教授)

松下佳代(同教授)

溝上慎一 (同准教授)

酒井博之 (同特定准教授)

半津礼之 (同特定助教)

高橋雄介 (同特定助教)

田口真奈(同准教授)

及川 恵(同特定准教授)

田川千尋 (同特定助教)

FDネットワーク代表者会議(JFDN)第4回会議集合写真
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2. プログラム

時間

10:30 

11:∞ 

11:15 

11:15 

12:30 

プログラム

受付開始

開会挨拶

趣旨説明

芝蘭錦官 B噛酬1彦室

開会挨拶淡路敏之

内容

(京都大学教育担当理事 ・高IJ学長)

趣旨説明大塚雄作

(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

FDネットワークおよ 1 (発表各10分〕

び教育関係共同利用|
1 1.田中岳(九州大学)

拠点の現状と課題1 1 
目 「かたらしてえQ-Links2011J 

2.秦敬治(愛媛大学)

「教職員能力開発拠点(愛媛大学教育企画室)と四国

地区大学教職員能力開発ネットワークとの連携によ

るプログラム開発 ・実施体制の確立 ・強化」

3.森朋子(島根大学)

「山陰地区FD連絡協議会 2011報告」

4.安岡 高志(立命館大学)

「全国私立大学FD連携フォーラム (JPFF)概要につい

て」

5.大塚雄作(京都大学)

「相互研修型FD共同利用拠点この 1年」

6.細 11 敏幸 (~明道大学)

I ~l:;ì毎道地図D.SD拓生協議会の活動」

凶 |フリーデ、イスカッシ|研修室にて弁当昼食の予定

~ Iヨン・昼食
13:30 

13:30 

15:30 

FDネットワークおよ 1 (発表各10分〕

び教育関係共同利用|
1 7.石原偽古 (筑波揃育大学)

拠点の現状と課題III
I I障害者高等教育拠長一聴覚・視覚障害学生のイコールアク

セスを保障する教育支援ノ¥ブの構築 」

8.林久夫(龍谷大学)

「大学コンソーシアム京都の連携FD活動」

9.夏目 達也 (名古屋大学)
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「名古屋大学FD.SD教育改善支援拠点の2011年度活動

方針」

10.坪川武弘 (福井工業高等専門学校)

「福井県でのFD連携 4年目の活動」

例措、)

11.松田直正 (千葉大学)

「看護学教育研究共同利用拠点看護実践研究指導センター

における現状と課題・今後の展望」

12.青野 透 (金沢大学)

「大学コンソーシアム石川 (UCI)FD. SD活動の展開」

日.小田隆治 (山形大学)

「四ネットワーク“つばさ"の現在」

14.関内 隆 (東北大学)

「国際連携を活用した大学教育力開発の支援拠点」

15.佐藤洋一 (岩手医科大学)

「いわて高等教育コンソーシアムにおける大学問連携四ネ

ットワーク」

15:45 ディスカ ッション コメン卜 ・高橋浩太朗 (文部科学省)

~ 
16:45 司会大塚雄作 (京都大学)

17:∞ 記念撮影・解散

(大塚雄作、及川| 恵、高橋雄介)
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IV-4-2.第4回FDネットワーク代表者会議を終えて

2011年 9月 13日(火) 11 :00"-' 17 :00、京都大学芝蘭会館別館(国際交流会館)2階研修室 l

において、プログラムに示されたように、全国から 15のFDネットワーク、教育関係共同利用

拠点の代表者が集まり、第4回FDネットワーク代表者会議(JapanFaculty Development Network 

: JFDN)が開催された。今回は、 1日の会合とし、昨年同様、それぞれのネットワークの状況

を報告し合い、情報共有の機会をもった。また、文科省から、昨年に引き続き、高橋浩太朗高

等教育大学振興課学務係長にフル参加していただき、コメントをいただいた。それに引き続き、

1時間ほど、のデ、イスカッションの時間をもち、今後の FDネットワークのあり方について 1時

間ほどのディスカッションの時間をもった。

今回の JFDNは、 2011年 3月 11日に勃発した東日本大震災・原発事故という国家規模の緊

急事態の下、また、昨年度来の 「仕分け」による GP関係予算の削減などに代表される緊迫し

た財政状況の下で、予算的、人的リソースを必要とする FDネットワークを今後どのように展

開していくことができるのかという問題意識が参加者の根底にあったかと思われる。FD義務

化に伴って、期限付きの予算的な措置がなされた FDネットワークに関わるプロジェクトも中

盤を過ぎて、次の体制を考えなければならない厳しい時期に入ってきたと言えるが、各 FDネ

ットワークより報告された活動内容は、その積み重ねが質量共に充実してきており、それぞれ

刺激的で、情報共有の場として、有効な情報が豊富に与えられたという感を例年に増して強く

受けた。しかし、財政基盤が弱体化する背景に対する危機感は、いくつかの FDネットワーク

から直接訴えられ、今後どのように、そのような意義のある FDネットワークの活動を維持し

ていくのかということも、 JFDNで議論していくべき大きな課題として浮き彫りにされたと言

えよう。

そこで、その課題に関するいくつかの方向性を、以下で少しく整理しておくことにしたい。

まず、 一つの行き方は、財政的、あるいは、人的リソースの効率的相互活用という趣旨で動

き出した FDネットワークであるが、元来、 FDとは、各大学のローカリティに即して実施して

いくべきであり、 FDネットワークで培われた共有財産を活用 しつつ、それぞれの大学に FD活

動を戻していくという方向性が考えられよう。本来、これができるのが筋であると思われるが、

FDネットワークを動かしてみて気づくことの一つに、各大学の FD担当の教員が 2年くらいで

変わっていってしまうということがある。これは何を意味するかというと、 FD活動に関して

経験豊かな教員が一般にはなかなか育っていかないということである。その意味で、 JFDNに

参加しているような FDネットワークを担っているような人材は、比較的長期にわたって FD

活動の経験も豊富であり、その経験は、 FDに関しては素人とも言うべき数年ごとに変わる各

大学の新たな FD担当教員をサポートするという点で重要な役割を果たしていくであろう。お

そらく、 一部の大学を除いて、この構図は長期にわたって残っていくもので、あって、今後も FD

ネットワークの意義のーっとして位置づけられていくのではなし、かと思われる。

FDに関する情報ソースや、また、経験豊富な人からのコンサルティング、あるいは、同種

の教育に関わっている教員どうしのコミュニティ形成などに関しては、 Web等の ICT活用を図

ることが考えられる。その基盤は、例えば、京大のセンターで開発している MOST(Mutual Online 

System for Teaching & Leaming)など、いくつかの利用で、きるシステムが既にあるが、この種の

システムが十全に機能を発揮するのは、全国の教員、あるいは、教員集団が、 FDや教育改善
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への関心を共有しているという前提を満たす必要がある。まだその域に達していない教員が多

いと思われるなか、そういった Web等の情報源に自らアクセスし、継続的に活用してくれると

いうことは、ごく一部の教員に限られてしまうことになる。MOSTにおいても、その壁をどの

ようにして崩していくことができるのか、今はむしろ、その点が重要な課題となっている。た

だ、 MOSTなどのシステムを維持していくためには、やはりそれなりの人的、予算的リソース

の準備が必要となるわけで、そういった部分への継続的支援は、それこそ予算の効率的な活用

という点でも(断ち切れてしまってはそれまでに構築したシステムへの経費の無駄遣いという

ことにもなる)、重要なポイントになることでもあろう。

この点に関しては、大学コンソーシアムなどがそうしているように、各大学がある規定に従

って、人的リソース、予算的リソースを拠出し合うという方策が第一に考えられよう。例えば、

大学コンソーシアム京都の活動が全国的にも目立つのは、京都には国公私の大規模大学がかな

りの数が揃っていて、相当のリソースを拠出し合い、 専任の職員がコンソーシアムの活動に専

念できるということがあるという点が大きいのではなし、かと思われる。四国の大学連合などで

も、各大学からそれ相応のリソース分担をお願いしているということで、あった。

関西地区 FD連絡協議会では、参加校は毎年 2万円の会費を拠出すると規定され、その範囲

で継続してきているが、代表幹事校としての京大のサポートが不可欠であり、そのサポートは

我々のセンターの特別経費プロジェクト 『大学教員教育研修のための相互研修型FD拠点形成』

による、予算的、人的リソース(特定教員、 事務補佐員等)の存在が欠かせないという状況に

ある。一方で、この程度の額の拠出金でも、大学によっては拠出が難しいという場合もあるよ

うであり、十分な活動をするためには、やはり、 一部の大学の大きな負担に依存せざるを得な

かったり、あるいは、 GPなどの予算的バックアップの継続が本来であれば望まれるというこ

とは否めないところであろう。

もちろん、 GP等の文科省からの予算措置等は、期限付きであることは事前からわかってい

ることであり、その終了後に大学自身がその取組に対して、継続の必要性があるのであれば、

予算的にも人的にも、学内的な措置をしていくことが前提となっていることは当然であるが、

全体的に予算の削減が現実にも起こり、加えて、人的にも 「定員シーリング」方式による効率

化が進められるなか、 FD活動やFDネットワークに、一つの大学で、それらにリソースを振り分

けることはそう容易なことではなくなっているという時代状況もある。そういうことなしに、

FDが日常的に浸透していくのであれば、むしろそれが FDの根本的なあり方でもあるのだが、

残念ながら、現状、そのレベルで FDが全国の大学に共有されているとは言い難い。また、と

りわけ、大学関連携ということに関しては、 一つの大学で、対応しきれるものでもそもそもない

ということもあり、 FDを義務化した以上、現在の状況下において、国策としての対処法を講

ずることも急務ではないかと思われる。

ただ、我々大学人としては、大学教育のあり方は、我々自身で考え、我々自身で動かしてい

くべきことであり、国策を待つということは得策ということにはならないだろう。その意味で、

FDネットワーク聞の情報交換、情報共有の場である JFDNは、今後も重要な役割を果たしてい

くことになるだろう。各地域での FDネットワークの取組は、 一つの実験として位置づけられ、

単なるシミュレーションとは違ったリアリティをもって、 FDネットワークの活性化、また、

継続化に有効な方策を共有していくことにつなげていくことも可能であろうし、また、場合に

よっては、 FDネットワーク聞の連携による効率的な取組などの生起などにまで、つながってい

く可能性を秘めていると思われる。

ここで、 iFDネットワーク」とは何かということを、今一度整理しておく必要が生ずるか
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もしれない。というのは、 FDネットワークと一口で、言っても、FDのみを対象としていない大

学問連携である大学コンソーシアムのネットワークもあれば、 FDに関わってネットワークが

組織されている場合もあれば、また、 2010年度より始まった FD.SDセンターとしての教育関

係共同利用拠点という立場もまた違った機能が期待されているものであり、 FDに関わる共通

的な役割と共に、そのそれぞれにおいての独自性を浮き彫りにしていくことも今後求められて

いくであろう。それによって、それぞれの役割を明らかにし、適材適所の分担と連携を図る工

夫をしていくことは、限られたリソースのなかでは、より一層必要とされていくことになるだ

ろう。

そのなかで、教育関係共同利用拠点の位置づけが見えにくいということがやや懸念されるこ

とである。それをどのように発展させていくのかに関しては、文科省の方からその方向性が見

えてこないというのが正直なところであるし、もちろんその点は各拠点で前向きに動いていく

だけのことであるが、現在の厳しい状況にあっては、創設から 5年経った 2015年度には継続す

ら危ぶまれる印象さえ受け、なんとも落ち着かない。以上のように見てくると、大学独自の努

力、また、各 FDネットワーク独自の努力ということはもちろん重要な前提となるが、それら

を支える拠点の安定化を図ることはその基盤として重要な位置づけがなされるべきことではな

いかと思われる。その上で、それぞれのネットワークの役割分担と連携が促進されるというこ

とにもなるのではないか。そして、その一つに、 JFDNという場も位置づけられていくのでは

と思う。

こうした諸々の動きを支えていくためには、鶏か卵かということにはなるのであるが、やは

り、 FDネットワーク自体の成果をわかりやすく示していくこと、引いては、各大学の FDの状

況、 FDの成果をわかりやすく示していくことが求められることになるだろう。FD評価の課題

は、 JFDNでも毎年話題になるところであるが、その点についての議論も積み重ねていく時期

に来ているように思われる。

いずれにしても、今回もまた、ほぼすべての FDネットワークの代表者が一堂に会する機会

を持てたことは、それを担当してきた者にとっての望外の喜びであり、その継続と発展を期し

て、次年度もまた企画・実行していこうというエネルギー源となっている。その意味でも、本

後記の最後に、ご多忙のなかを遠方より参集して下さった FDネットワークの代表者の方々を

はじめとして、 JFDNの準備に当たって、細々した点で献身的に動いてくれた、京都大学高等

教育研究開発推進センターの若手スタッフ、及び、補佐員の方々に、記して心よりの感謝の意

を表しておきたい。

(大塚雄作)
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北海道，大学高等

， ， 
細川

塵璽曙盟璽監開塑塑哩
FDに関する諸問題についてテーマ別にグループに分か
れて，参加全大学の話を聞きながら議論。 (POD形式)

ロテーマ1r授業参観について」
司会細川敏幸 (北海道大)

ロテーマ2r小規模校のFDについて」
司会 松橋博美 (北海道教育大)

ロテーマ3rFDへの学生参画について」

司会梶浦桂司 (札幌大)

冒草書ilZI

227 

|IV-4資料 1I 

圃特別講演
『弘前大学における教育改革の

神田健策

(弘前大学教育・学生担当理事兼副学長)

圃 総会

ロホームページの充実

ロテーマ別セッションの実施

ロ加盟機関の FD等の実施状況の把握

ロ次世代型 FDの試行

(中堅教員向けマネージメントの研修)

(大学院生向け TeachingJ Writing) 
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ロ 日11年 3月19日 『大学生の尭遺障害由理解と対応J [旭川大学】

白 羽 11年 3月四日 FD講演会「学習評価とGPAについてJ [北見工業大学】

ロ 日11年 3月 9日 FD講演会 [室蘭工業大学】

ロ 2811年 3月 4日 北海道情報大学教育GP成果報告フォ ラム 【北海道情報大学】

ロ 日11年 2月21日 平成22年度第3回札幌医科大学 FD教育セミナー 【札幌医科大学]

ロ 国11年 2月25日 北星学園大学 FD研修会 【北星学園大学】

ロ 四四年12月 9日 室蘭工業大学大学改革セミナ 四日 [室蘭工華大学]

ロ 2818年12月 8日 釧路工業高等専門学校FD講演会 [釧路工草高等専門学校】

ロ 泊四年12月 7日 札幌市立大学「海外研修旅行報告 【札幌市立大学]

ロ 回目年12月 4日 札幌学院大学総合研究所・ FDセンタ 合同シンポジウム

【札幌学院大学】

ロ 回目年 3月25日 平成21年度北海道内4高専連携による技術職員由SD研修会

【釧路工業高等専門学校]

ロ 2818年 3月24日 札幌市立大学FD研修会 【札幌市立大学】

回 目10年 3月18日 U(J(ークレー校の講師による大学教員聾成研修講座 【北海道大学】
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ロ協議会主催共同企画の検討

POD形式の報告討論会を今年も実施予定

ロ海外の大学の調査

ロ新たな研修プログラムの発展

次世代FD(対象者大学院生，中堅教員)

ロデータベースの充実



いわて高等教育コンソーシアムにおける
大学問連携 FDネットワーク

平成23年9月'3日 岩手医科大学佐藤洋一

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連携FDネットワーク

度)

2 事業概要 5つの取組20の事業 (平成20年度~平成22年

写成"毎9月"日 趣旨手~，同大学 佐蘭淳一

;fi 

と手
の県1 ...... 
高教1 ... 司ー
大育
連委
携員
事会
業 | 【3事業】

+lj; 
令地織の

活性化

【2事業】

+ 
いわて未来づくり機構

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連機FDネットワーク

3 実施事業 (FDネットワーヲに関係のあるもの H20-H22) 

.成 23~9月"日 燈手~，同大学 佐傷淳一

岩
と手
の県1 ...... 
高教| 可司ー
大育
連委
携員
事会
業 | 【3事業】

+lj; 
令地織の

活性化

【2事業】

+ 
いわて未来づくり機構
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いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学関連機FDネットワーク
平成"年9月"目 岩手医科大学 後腹淳一

コンソーシアムの設立の経緯

いわて5大学学長会議

【平成12年~】
いわて高等教育コンソーシアム
[平成20年-]
←左記事業の継続*高大連檀事業

平成21年1月27日

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連携FDネットワーク
平成"年9月"日 岩手医科大学 健露淳一

2 事業概要 5つの取組20の事業 (平成20年度~平成22年
度)

岩
と手
の県1 ...... 
高教1 .... 司ー
大育
連委
携員
事会
業 l 【3事業】

岩
手
県
・
市
町
村
連
携

に
よ
る
地
域
貢
献
事
業

の
化
域
性
地
活。
【2事業】

+ 
いわて未来づくり機構

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連機FDネットワーク
.成"年9月"目 岩手医科大学 佐藤浮ー

3 実施事業 (FDネットワーウに関係のあるもの H20-H22) 

。取組1 教育研究環境の基盤整備 (1/2)

- 帽，.堂習可E揮 シス子ム「アイアシス'.:ノト1這入 時田女堂 rH2131 &宮十女堂 rH21121 

* いわで情輯ハイウェイ由轄暗/-撞臨謹葺(]v全講)シス子ム白槽聾

" 2008年 (H20)ノーベル物理学貰畳貰者益川融英先生講漬を配信 仰21.6.13] 岩大→盛大&匿大

》岩手医科大学匡 歯 車学部合間特別講織を配信 [H21.6.10.10.2. 10.30， 11.13] 医大→岩大

，. FO措置会 (国立教育政策研宜所 川島啓二民「大学教育の革新と町の新展開J) を配信 [H21.12. 18] 
岩大→匿大&盛大
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いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学間違機FDネットワーク
~成"年9月"目 告手医科大型炉健暢浮ー

3 実施事業 (FDネットワーウ!こ関係のあるもの .J::I_2Q_-り 2)
令取組1 教育研究環境の基盤整備 (2/2) I t.. ~ 
* eラーニンゲシステムの構築 ， 

→輔の収録及び配信、理解度テス ト、アクセス管理機能などを耐えた?ステム

・鐙盛盆金主E室盤

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連携FDネットワーク

3 実施事業 (FDネットワーウに関係のある
令取組2 教育力の向上 (1/2)

* ffiliH_盆金蓋盟主血
》岩手匡科大学主催の医学教育ワークショッブ

「カ リキュラムブラニンゲJ(H21. 7. 17-18] 
へ連構校から参加 匿大←岩大&県大

》岩手大学主催由町合宿研修会「学士カの育成と問題 1 

解決聖裡業の導入J[H21. 8. 20-21]へ参加 岩大 | 

←巨大&盛大

>FD論調会&勉強会 国立教育政策研究所 川島啓三
講溝桂に勉強(意見互換)会を実施 [H21.12.18]

>-FD研宜会 京都大学田中毎実正による話題提供と
FDに関する意見主換を実施。 [H22.3.5]

》合同町合宿研修会 「学生とともに考える 『大学教育1J 
(H22. 8. 26-27] 

> FDキヤラ1'¥/ 岩手県立大学FDワークンヨツプへの参画

~成"年9月"目 借手医科大型宇佐積淳一

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連機FDネットワーク
.成 23~9月"日 燈手~，同大学佐傷淳一

→地犠人材育成 (岩手学)暢座の開段、他3事業

5Dプロジェクト委員会 5大掌委員6名)

→SO研修の共同実施事実

FDプロジェクト委員会 (5;;に学委員叩名}

→FO研修の共同実施事業

教育の国際化プロジェクト委員会 (5大学委員10名)

→留学生教育の充実、他3事象

地籍震の活性北プロジェクト委員会 (5="掌委員84島〉

→スポ ツユニオふんシニアカレッジ棒の実施、他2事業

地緩課題解決プロジェクト委員会 (5大学委員10名)

ー→学生の地峨多加プロジェクトの実施、他2事業
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いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学関連機FDネットワーク
平成"年9月"目 岩手医科大学後腹淳一

3 実施事業 (FDネットワークに関係のあるもの H20-H22) 

李凶玉
岩

と手

の塁|争

高zi|@tzt 
.. I!; 
。地域の |貢献町村連
活性化 |霊携

【2事業】号業r"'j【3事業】

金
いわて未来づくり機構

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連機FDネットワーク
~成"年9月"目 借手医科大型宇佐藤淳一

3 実施事業 (FDネットワーウに関係のあるもの H20-H22) 
令取組2 教育力の向上 (2/2)

*特色晶る講義の充実

→ 5大学のH22年度開講科目田中から特色ある講轟として35科目を選定

* 嘩牛(J)抽園奉加型ブロワ主ウ ト(J)寧怖 uτ(J)S牛多担師

・岩手医科大学医学部 (3年他20名) r地織医療の実態圃壷 ~医療系大学の学生の視点から-J
・岩手県立大学社会福祉学部 (4年他5名) rSI日 (ステップ)J (発遺障害児への宣揖活動)

・岩手県立大学総合政策学部 (4年他5名) r大学生の参加による観光資源を活用した地械経済活性化の
ための研究J<-IBC三ユースエコー「岩手をほっとけないけコ ナで放映 [H21102幻
・岩手県立大学社会福他学部 (3年他6名) r光るどろだんご作り指導者養成講座J (高齢者と保育者対象)
・岩手県立大学社会福祉学部 (4年他5名) r地域勉強会~ホームレス宣揖ボランティアから畢じたもの-J

*盤宣QLI!l墜it

》ヤングリーダーズ国際研修「食と持続可能な社会」

(タイ.韓国、中固から学生及び教員計17名が参加)
を実施 [H21.2.18-27] 

》ヤンゲリーダーズ国際研修「農産物の適正価格

可能な社会J (タイ、韓国、中園、アイスランドか
ら学生及び教員計15名が参加)を実施 [H21.8.26-9. 4] 

いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学問連携 FDネットワーク
平成"年9月"日 岩手医科大学健露淳一

5 新・実施体制 (平成23年度-)

→FO'SOの飽伺開催、 FO'SOの情報共有篭

[地蟻研究推進委員会

→地場文化 (平泉 賢治)研究、地場スポーフの振興研究、金運学
習の喝の提供簿

地域人材育成推進委員会

→地場リーダー育成プログラムの開発 錐進、コア科目(いわて学忽
ど)の開園、鹿開科目 (園際教養科目怠ど)の開梅 園際交涜の連創降、
学生による地犠活性化活動の惟進、地場医療 福祉の向上



いわて高等教育コンソーシアムにおける

大学間違機 FDネットワーク
~成"年9月"目 告手医科大型炉健暢浮ー

6 FD.SD連携推進委員会 (平成23年度-)

常 主務校岩手医科大学

「聾員長 佐藤洋一 (岩手医科大学)

副垂員長 桂藤尚人 (岩手大学) 土田和長 (富士大学)

5大学の 11名白書員、 11名目事務担当者から

* F D合宿研臨金の合同宰臨
→岩手大学と FD合宿研修会を共催。

* F D. S D.:tキt南田甚令σ3宰 怖

* F D.SD聞連槽輯由主主右
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東北大学高等教育開発推進センター

関内隆

*目標:教員のキャリアに対応した専門性開発フoログラム
の提供

*大学院生の大学教員準備プログラム(PFFP)

*初期キャリア教員向けプロクeラム

*大学教育マネジメント人材育成プログラム

水大学職員能力開発プログラム

*こうしたブPログラム提供を支える調査研究の推進

水調査研究の推進:研究開発員、東北地域各大学の協
力を得て共同調査実施

*①大学教員調査の実施:東北地域大学教育推進会議

の協力を得て実施

*②大学教授職調査の実施:文部科学省委託調査「諸

外国の大学教授職調査」

*③また、国内外のPFF調査、大学管理職調査、初修外

国語に関する学生・教員調査、職員対象PD開発へ
の取り組み、履修証明制度の検討を実施
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*活動の目標と特徴

*平成22年度活動概要①組織整備

*平成22年度活動概要②調査研究

*平成22年度活動概要③PDプロク。ラムの開発

*平成22年度活動概要④PDプログラムの実施

*平成22年度活動概要⑤成果の刊行

*今後の展望:成果と課題

*組織整備:大学教育支援センターの設置と専任教員2

名を配置(23年度に1名追加)

*高等教育センター内で大教センターの活動を推進する
ためにスムーズな運営体制敷く

*学内外・海外への宣伝・広報:拠点発足記念シンポジウ
ム(6月23日)、国際シンポジウム(8月24日)などの開催

*利用者登録システム導入(平成23年1月現在、 481名)

*教員のキャリア・ステージに対応したプロクeラムの開発

*①PDプログラムの枠組み設定:
「高等教育リテラシー形成Ji専門教育指導力形成」
「学生支援カ形成Jiマネジメントカ形成」の4ゾーン・
13のカテゴFリーを設定

*②プログラム関発について学内公募を実施

33件のプログラム開発構想を採択(一部は22年度

実施、大半は23年度以降の実施)



* PFFPの開発および実施:ucバークレーならびにメルボ
ルン大学への派遣プログラム実施

水U仁バークレーのセミナーに大学院生5名、教員3名参加。
メルボルン大学のセミナーには大学院生8名、教員5名
の参加

*派遣準備プログラムの実施:r学生および新任教員向
けセミナー」、セミナー「英語で授業を」

* PDプログ、ラムの枠組みに沿った各種セミナー、シンポジ
ウム等の実施(計43回)

*平成22年度には医学系研究科、国際文化研究科等の

大学院生がPFFPに参加

*今後、文学・理学・工学研究科など伝統的な研究科の
学生参加促進の必要

*工学教育論、語学教育論なと学問領域に即した教育
内容、教材の開発がこれから求められる

* PFFPにマイクロティーチングなどの授業実習を取り入れ、
プログラム内容を充実させる予定

水日本の大学教育全体の水準を向上させるために、東北
大学に期待されていることが何かを把握する必要性

水他の教育関係共同利用拠点や各大学の教育センター
等とどのような関係を構築すべきかを検討

水今後、諸外国の大学、高等教育機関と連携を強化する
ために今後取り組むべく方策は何かを検討
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*①東北大学出版会から「高等教育ライブラリ」シリーズ

を刊行

『教育・学習過程の検証と大学教育改革』

『高大接続関係のパラダイム転換と再構築』

水②PDブックレットの刊行開始

『すてきな大学教員をめざすあなたに』

水③『発達障害学生に対する学習・キャリア支援一大学

と社会の連帯ー』

*教育マネジメントを担う中核人材の専門性開発が課題

*平成23年度以降の取り組みとして「大学教育マネジメン
ト人材育成プログラム」を実施

*平成23年度公募では10名採択、そのうち他大学関係
者は7名を採択

*プログラム内容の全国的な提供のために、放送大学IC
T活用・遠隔教育センターと提携した活動を予定

司
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FDネットワーク代表者会議

FDネットワーク“つばさ"の現在

2011年9月13日

山形大学教育開発連携支援センター

小田隆治

「地域ネットワークFD“樹氷"」

-“つばさ"の前身

・平成16年設立

・山形県内の6つの国公私立大学・短大による

大学問連携FD組織

・平成16年度現代GP採択事業

rFDネットワーク“つばさ"J

-北海道・東北・関東の主に私立の大学・短大そして高専
を対象。

・2008年(平成20年)3月に設立し、 3年半が経過する0

・当初、参加校は34校でスタートし、その後順調に増加し、
現在48校となる。

山形大学のFDの特徴

・公開性

・共有化

rFDネットワーク“つばさ"Jの構想

+r地域ネットワークFD“樹氷"Jで、培ってきた大学問連携F
Dのノウハウを県外の大学等に拡大する。

・受験生確保が競合しない離れた大学問で協調できる0

・大規模なネットワークによって、共有できる教育資源を増
やすことができる0

・専門性が合致する大学問でFDを発展させることができる

今
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rFDネットワーク“つばさ"」の活動

+iFD協議会」の開催

・統一フォーマットによる「授業評価アンケート」

・iFDワークショップ」やiFD合宿セミナー」の公開

・iFDシンポジウム」の実施

・「学生FD会議」の実施

・「 合同FD研修会」の実施

・「ホームページ」の作成と公開

・「報告書」の作成と配布

『第5回FD協議会」の第二部:

FDワークショップ「“つばさ"の可能性を探る」

.6人X8班でグループディスカッション、全体発表

-課題:①今年度、来年度に実施したいFD/SDの内容

②5年以内に実施したいFD/SDの内容

cr理想的な大学関連携のあり方

-ワークショップの評イ面:4.97(高い満足度)(ポストアンケーHこよる}

平成22年度 rFDネットワーク“つばさ"Jの活動(3)

山形大学「第10回印合宿セミナー」

-平成22年8月 2日(月 )~4 日(水)

.1泊2日の合宿を2回実施

-授業設計、シラパスの作成、コーチング、プレゼンテーション

-全国40大学等、 65名(山形大学22名合む)の参加
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平成22年度 rFDネットワーク“つばさ"Jの活動(1)

iFD協議会」の開催

0第5回FD協議会

.平成22年5月22日(土)

-山形大学(山形県山形市)

・32校、 54名参加

0第6回FD協議会

・平成23年2月12日(士)

・了徳寺大学(千葉県浦安市)

・30校、64名参加
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-北海道から関東までの大学・短大・高専14校

-合計:27万枚(山形大学5.2万枚を合む)

-コストは3.28円/枚

平成22年度 rFDネットワーク“つばさ"Jの活動(4)

山形大学『第12回印ワークショップ」

-平成22年8月 6 日(月 )10時~16時半

・基調講演:I教育から学習へ:高等教育のパラダイム転換J

神戸大学 川嶋太津夫教授

・ラウンドテープ'ル:①「基盤教育における科学教育」

筑波大学小笠原正明特任教授

②初年次導入科目の成果と課題

③学生主体型授業の冒険

・全国30大学等、 87名(山形大学42名合む)の参加
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平成22年度 rFDネットワーク“つばさ"Jの活動(5)

『学生印会議」

-平成22年8月 21 日(土)13時半~ 18時

・会場:札幌大学(札幌市)

・コーディネーター:梶浦桂司(札幌大学)、 杉原真晃(山形大学)

・テーマ「学生発信の大学改善~学生たちが出来ること~ J

・北海道から千葉まで17大学等(北海道から9大学等)、

45名の参加(学生27名を含む)

現状

Oコストパフォーマンスが高くなるように設計とし、
実際、限られた人材と予算の中で高い成果を出して

いると自負している。

0山形大学中心からの脱却を図るために、協議会
を首都圏で、学生FD会議を北海道で開催した。

これからの展望

0当面いまの活動を継続しながら、てくてく歩いて
いく。

0好機が到来したら、また走り出す。
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平成22年度 rFDネットワーク“つばさ"Jの活動(6)

「大学問連携SD研修会』

-平成22年9月 9日(木)9時半~18時

・テーマ iOJTによる大学事務改善」

・北海道から沖縄まで75大学等、 135名の参加

・この研修会を通して、ビデオ教材「コントすてきな大学事務名場面
集」を作成

課題

0設計の範囲内では、大きく困ったことはない。
-担当職員の部署の移動が心配。

-経験を積んだ3年任期の事務補佐員の退職が心配。

0これからも2月には関東園の大学で協議会を開催したいが
引き受けてくれる大学探しに困っている。

O専門分野による分科会を設置したいと考えているが、
・ニーズはあるが、実際には動かない。

-逼迫したニーズではないようだ。

fin. 



障害者高等教育拠点
一聴覚・視覚障害学生のイコールアクセス
を保障する教育支援ハブの構築ー

筑波技術大学

障害者高等教育研究支媛センター長

石原保志

障害者高等教育研究支援センターの業務

-聴覚・視覚障害学生の障害にかかわるさま
ざまな支援(能力開発/システム開発)

・聴覚・視覚障害者の在学する全国の大学等
に対する相談支援(学外支援)

・聴覚・視覚障害者の高等教育プログラムの
開発研究及び教育実践(基礎教育)

・教職科目の検討と授業等の実践(教職課
程)

~ 

コミュニケーション指導分野(聴覚系)2

個別コミュニケーション指導
-スピーチに関する指導

-状況に応じたコミュニケーション方法に関する指導と支媛

.就職活動に備えた面接等に関する指導と支援
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筑波技術大学

-聴覚・視覚障害者を対象とする我が国唯一の高等
教育機関

'+6#' 

コミュニケーション指導分野(聴覚系)1 

手話コミュニケーション指導

.新入生等への手話指導

・新任教職員への手話研修

.情報保障に関するコンサル
ティング

聴覚管理-補聴相談

.個々の学生の聴覚管理
補聴器フイツティン夕、

コミュニケーション指導領域(視覚系)1 

視覚障害補償機器の整備

拡充と貸出し

円

i
q

、υ
ワム
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コミュニケーション指導分野(視覚系)2

点字指導

・点字技能指導

・視覚障害補償機器の操作
指導

多様な相談事例に個別対応

-聴力低下した視覚障害学生を
対象とした支援

-視野狭窄学生を対象とした病
院実習向け支媛。

-進行性の眼疾患のある学生を
対象とした個別の点字指導

支援技術開発(視覚系)

-理数系点訳システム ・点字プリンタ等の開発

--・・・-・・・・ .・・・・・....ー・"_..._."..，・・-
."'..・y・4・"・..

・M・
TII"_，.t"・...、..._..・4 ….....'.

・10. ...・・四・・・可・刷 併 暗n . '. . ..~.p}l帽.賀川.、_.凶.

支援技術開発(聴覚系)

a 聖書雪罵冠理署軍司・・

他大学支援について

事業内容とロードマップ
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聴覚障害:ネットワーク構築

.聴覚障害学生支援のための

拠点形成プロジエクト判CT-TAC) 札問‘榊，芯 ? 忌
.ネツトワ一ク形成 〉九.
日本聴覚障害学生高等教育 、 川胴"

支援ネ、ツy介卜ワ一→ク(陪附P鵬刷刷1-1刷a叩'闘剛a叩即目恥)醐*J -cr抑E跨E=枯榔品都混明切炉竺m叩.騨'
r、、冶 .. t:ご: 

Jギ惣PF闘敵>.ー
γrソ制時
詳しくはWWW.PEPNet-J.org

聴覚障害:相談対応

.ノートテイカーの養成・派遣

・予算・人材の確保

・支援に必要な備品購入

.補聴関連の情報・支援

・FD・SDへの講師派遣等

聴覚障害:モバイル機器による情報保障支援

.iPhone用 -携帯電話用
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聴覚障害:教材・支援コンテンツ作成

-ノートテイク，支援体制構築

聴覚障害:情報交換・研修会

・全国障害学生支援コーディネーター研修会

.情報交換会

視覚障害:障害補償機器デ-'J.へLス

本学所有の視覚障害補償機器を他大学に貸出し，有効
性を評価…235製品(圏内最大規模)

VISS・Net参加58校に貸出対象大学を拡大。
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視覚障害:情報・理数ネットワーク

目的:情報・理数系分野の学習資料の確保

首都圏の六つの点訳グループ

情報系:38タイトル理数系:1 

.. -~....... 

視覚障害:触図作成研修会

情報・理数系の書籍で多用される図表や

グラフを触固化することができる人材育成

240 

視覚障害:マルチモーダル図書制作

視覚障害の状況に応じ『活字版，点字・触図版，音訳版，
電子版」の四つの形態で提供

『天文学入門~ ~韓国語点字入門』

視覚障害:教材・支援コンテンツ作成

情報・理数・語学，触図など制作ガイド

... 畑鴎宋'圃・..・a国ネヲドワーク



看護学教育研究共同利用拠点
看護実践研究指導センター
における

現状と課題・今後の展望

闘いE植田四田恒皿・田~-明田園輔副富田脚菅園田町田阻四...... ー

1 セン，-a要 敏育関係共同利用..-覧

..  ・型 大牢41 ..  畠 ..41 ..  時a・

事.大，. .・・R宵膏兎・・・温センター ・z・・.FD~亀岡刷用.. 事慮22年4~

..大，. .宵・学生~・・・・."金.. ...・ヵ.... 事"2年4~

車左大事 高寄.宵圃蝿鍾温セン，- -回・・丞@a3t・・e指・摘aした大"，，1>専属22・4周

次s写a@s.，@EmR@.圃-阻崎博開・m 嗣.....セント問者割嗣幽 事"2年4~

干軍大掌 署値-掴噂セン，- 看健学・tw_徐岡利用.. 事慮22年4~

.阜大事 置牢樟宵圃蝿葡現セン，- .-宵袋伺剥... 事慮22・4周

41吉・大，. -宵冒茸セン，- FD.SD樟宵司崎支置掴血 事慮22郁周

(平成23年4月1日現在)

回a植田組出血・由~-珂-薗皿田昌岨岨幅四富田皿--ー

2.看霞実路研究措置事セン，ー事案 プロジェタト①

0 教育ー研究一実践をつなぐ
組織変革型看護職育成支撹プログラムの開発プロジェクト

平成22年度から取り組んでいる本プロジェクトは.看復学教育の高度化ι君臨系大学の急憎に伴い、大学教育に
相応しい臨地実習施置や実習指導者の確保が困強になってきている背景から、立案に至りました。これらの背景は、
看腹学生の看磁実践能力、及び看磁轄の次世代育成機能の低下と密陰に結び付き、新入者腹臓の雌轄の堵加ー
中堅看瞳師の疲弊「組織働様→亜なる実習施世実習指導者の不足という悪循環を招いている恐れがあります。

悪循環は組織問自でありもはや個人レベルの自己研舗や課題解決ではな〈、組織変革を錐進できる人材育成支
慣が必要でありこれらを解決するためのプロジェクトが必要であると考えました。

プロジェクトの栂要は、以下の通りです.

事業織要 教育 研買 実践の連携を目指した臨地実習施置の組織変革に取り組む看腹臓育成支撞

プログラムを開発する。そのプログラムにより支揮を畳けた看臨時が看践の独自性専門性を強化し、
組織変革を推進することによって、看瞳の臨床現場の組織問題の解決、
宥E重学教育環境の監備を哩進する。

目 的 教育ー研究一実践の連機を目指した組織変革に取り組む看腹臓育成支憧プログラム開発を通じて、

組織変革の緩となる人材育成支慢を実施し、宥瞳の臨床現場の組織問題の解決、
宥瞳学教育環袋の盤。僚を促進する。

取組内容 (1)看腹実践研買の錐進
①者磁の独自性専門性を可規化するリフレクションフレ ムワ クの開発

②目本型看滋教育ー実蹟連携t参断評価ツ ルの開発
(2)君臨聴育成支援プログラムの開発

(3)組織変革支憧型研修事業の実施

(4)情報収集蓄積・発信

匡弘E植田四田恒皿・田~-明田園輔副富田脚菅園田町田阻昼--ー
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1セン，-a要 看庫裏鴎研究指噂セン，ーの沿革

1975年署霞掌郁署医学科霞置

1979年大学院看置学研覧科殴置

1982年附属宥霞実鴎研覧揃噂セシター殴置

生涯を温巴た..的な署毘敏青白畠り方、高節化社会に対応した署憧由畠り方、

鏑院組織由複磁化に対応した宥霞曹理由晶り方f;J1!実踊的餌.に

対応するため宥橿嘉文学即位員やE・値段曲者..曹を対象に

全国共同利用範置として宥霞学留に殴置された

1993年文学院署医学研究栴博士後期..I!t置

2002年大学院看霞学研覧科署霞システム曹理学専攻{独立専攻}殴置

2005年昆定者阻師敏宵思橿{乳がん署橿)として社団法人日本署恒也舎に毘定された

2007年組織由再.3研究.から2研覧.【ケア開発研究.、政鏑・敏宵開発研究・1

2009年大学院郁層化に伴い、宥橿牢研究輯附属となる

2010年宥霞学敏育研虫共同利用操車として文旬科学書に包定された

闘いE植田四田恒皿・田~-明田園輔副園田曲四四回目阻四...... ー

2.看庫裏鴎研究指噂セン脅一事象 研修

0 看護学教育指導者研修
『者盤虫学敏育指樽者研修"志 者組系大司院の随槍実習峰般の看盟臓を対.としています.陣地と大学をつむぐ『組鎗変調車の績とむる人将育成』
に織点があります.

0 看護学教育ワーヲショップ
平成11(1999)年から審盤掌敏膏ワ クンヨツプを実値しています.窓ワ タソヨツプは署盟系大学の看盤隼敏宵カリキユラムをより充実させるこ
とを主位自聞として 文飾順当幹省からの蜜依を受けて行われてきました.平成"年度は 敏宵百駐車を実現してい〈敏員のカを組鎗闘に高めるζとを自
聞とし 各大虫学の理念や敏育方た去を'事置しむがらも 署盟系大牢敏員が共通に備えるべき要件を検針し 「敏員の数育力 実鴎力 研究カ 箇働力を
M・的ご高めるJために .見を集約し実現こ向けての方略を得ります.

0 国公私立大学病院副看護部長研修
E叫臨時醐岨晒研修" 日制臨時間踏まえて 大学術蜘上師盤管理者として自醐の醐闘に向けたヴインヨo.明
確にし その剛~向けた帽を四輪 摘する辻姐して地四回奮として必要時制鮭力団め 大崎隣自の臨時軒図
ること目的として平成"明暗より臨してい許
酬率自値段哨師事に向けた闘を醐し聞酬蜘柑叫して醐岡田事輔 S捕する演習榊心とむり.，..

0 国公私立大学病院看護管理者研修
大学.リ穫が その絡磁性を泌まえつつ 直後値聞としての8・径をす分に発掃し社舎の期待に応えてい〈た似ごlま看鐙師長等者盤管理者の体系関

与管理像力の開発~.纂とむります.
本研修lま看盤師長等大学術院の審盤管理望者が 大学規携の絡磁性をおまえつつ看鐙管理主必要伝知複を修得し 体系的本管理佳カを高め 大学
規リ穫の看監の充実を圏るζとを自的として開悔しています.

0 認定看護師教育課程(乳がん看護)
平成""叙あ}盗事、.Il実路研究指場センタ に現がん者Il~定者.廊の教育際視が霞置されましと. 以来 わが園噂ーの~がん..a定者忽舗
を教育する隈視として 刊附名を組える親がん看置医院定者霞舗を章幽しています.

凪 E 植田掴晶町三皿・由.-→.-園田園岨山眉岨富田皿ーー一

2.看霞実路研究措置事セン，ー事案 プロジェタト②

0 看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学問共同活用の促進

千葉大学大学院看復学研究科附属看掻実臨研究指導センターでは、平成23年度から、「君臨学教育におけ
るFDマザ マップの開発と大学問共同活用の坦進Jプロジェクトに取り組みます。このプロジェクトは、医療の
高度化に伴って文学化が急速に進展している看護学教育において、その縛買を踏まえた体系的なファカルテ
ィディベロlノプメント(以下、 FDという)のプログラム表(以下、 FDマザ マlノプという)およびFDプランニング主

憧データベースを開発することを目的としています。開発したFDマザーマップを大学問で共同活用できる体制
を構築することにより、各看E重系大学が高等教育における君臨学教育の特買を踏まえた有効なFDを計画的に
企画ー実施 評価できるよう支援してまいります。プロジェクトの鰻要は.以下の通りです。

目的 本事業の目的は、各君臨系文学が高等教育における看腹学教育の特貿を踏まえた有効なFDを計画
的に企画実総評価できるよう支憧することである。この目的を達成するため、以下の2点の目標を
掲げる。
1高等教育における看護学教育の特買を臨まえた体系的なFDマザーマップおよびFDプランニン
グ支撞データベースを開発する。

2開発したFDマザーマップを宥瞳系大学問で共同活用できる体制を機築し、全国6ブロックの基勝
校の研修をうけた教員(ファカルティディベロッパー)により推進体制を機築する。

以降‘本年度より聞鎗左なった本プロジェタトに

ついて述べます.

匡弘E植田四田恒皿・田~-明田園輔副園田曲四四回目阻四...... ー
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3.現状と保・

大学化が進む看撞学教育において、重盛豊よ」玉虫皇車並且i-"鰭安全栓閉i-Lで毅縛す不能力の
両方を兼ね備えた文学教員の能力の育成ー強化に貧する金目的な体旬闘を構築することが哩需の課題

E .... 植田四田恒皿・田~-明田園輔副富田脚菅園田町田阻四...... ー

文学化の進展の途上

にある.7:，)7地埴
田宥置徹宵楓聞と温
睡し、 FDマザマγ
プを，舌用した看滋教
員の能力開発に向け
た裁が固の国間貢献
の先砲をつける

4.今後の属鍾

FOマザーマップの開発とともに、FO繍舗をは
ーlじめとした人的資酒、 FOプログラムの教材
資料成果‘資2・の蓄積データを機索しやす
くしト『町タ弓 ~=-'jlf苓樋手 。ぺ_71を
術祭公開することで、全国レベルでの利用
が可艇となる

凪E植田d:HCmti皿・由~-珂-薗価回融圃岨幅四富田叫圏直Eー

4.今後の風盟

||α学問的効果1 
-看護学教育の特質をふまえたFDの企画実施・評価システムが明確になる
.看護学教育におけるFDの体系化が実現される

|I ~社会的効果I 
'FDの企画・実施・評価に関する大学聞の交流が促進される
.看護系大学相互の人的・物的資源が相互に活用される
-載が国の看護系大学全体としての教育の質の向上体制が構築される
.東南アジア地域の看護教育機関と連携し、
看護教員の能力開発に向けた我が国の国際貢献の先鞭をつけることができる

|凶戸空j
.FDプランニング支援デ一世ベースが構築される
.大学問共同活用体制が整備される
・質の高いFD講師やFDプログラムの共同利用が可能となる

-看護系大学教員の能力の大学問格差や地域格差を是正できる
.基幹校の研修修了者がFDデベロツJ~ーとなり、
臨地実習指導を含む看護学教育全体の質の向ょが見込まれる

匡弘E植田四田恒皿・田~-明田園輔副富田脚菅園田町田阻昼--ー
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3.現状と保・

全国の看護系大学のFD活動は さ才ておらず、
降、千 にあり、

各大学がバラバラで単発的な講演会の開催等に終始する等、
活動肉容に偏りがある可能性が非常に高い

E .... 植田四田恒皿・田~-明田園輔副園田曲四四回目阻四...... ー

4.今後の風盟

ω泊に明mマらか柑にす園2る2出.待渇司白融か咽想函]1 担ヲa・ロ・グ問ラ剖唱糟す時帽.曲髄四を醐申すDJ l |HI|tZHm肉，認叫奮.程-禽す晶‘拡m忽…E窓=<.嵩岨話ーE誼m 

Jら
る@※人土看的包陣・①.学m的教③責育耐aにmお欄-け-るF軒をD・マ闘みザ込ーえむマてこッ.とプ帽にとよl;t?輔って、宵4島@大帽，がを相ふE家I主=活壬用FO可マ・ザ傘ーFマDd@盆四・..品・."日.史こ"筆シ聞ステム大軸を・・・もつす剛る.唱す

宥医学唱陸相=.わる大牢・Rに伺唯したFD'プログラム@体a・・@こ.!::.<a・は_.a>
量重量盤宜盆置=晶、工匝掴l>Ill!・aと"るt

<..)圃立.，u食鎌萄実情fIlW膏，!lt.・*'作成したFDマヲブ'CO_"
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n.. 

事業
フzーズ

実施母屋

マザマップ

専門窓会11
情報発信

4.今後の風盟

看値字放宵におけるFDマザーマップの開先と

大学問共同活用の促進年次計画

看経学教育に制するFDマザーマップの開発フェーズ I ~，.閣誕問活用体制の編集と鰻開フェーズ

匡弘E植田四田恒皿・田~-明田園輔副園田曲四四回目阻四...... ー



5.署医学位宵におけるFDマザーマップ由開発と文学問共同活用由促進ブロジェヲト初年度由活動①

平成23年・月盟国{火).r宥瞳学敏曹におけるFDマザーマ'1:11の聞舞』ブロ~xタト部本隼直よ切聞鎗と忽つ企こ止をE傘|
して.I..隼".1::お付Z，F1lマザーーマ句ヲ田園・キ当今オヲ..... 一一」・圃志士隼由・4釜宴$掴弓mm:.tM.J合$圃，
=l奮闘・ーしました.金圃から77名の・旭宥をお迎えLました.

ブ回グ~... 

.‘-求'・R宵@率・Eと町マヲブ
111. w= 
圃a・..011兎府高・・...... ・・橿.."・‘自本a・・・・.... ・・.‘文学‘盲学会.髭z・・年次・..手会事司区
'T，帽由"... ・帽..N"... 句"助w..... ・舗.ndF.. 齢.....綱舗縄問削...欄・.. 嗣岬同開創嶋
8・・，.. ・M.......PhI臥....FAA刷。..n.ndPn:幅耐""ω・・w・ofs.nD胞凪"'...・h岨・ofN"......ndHt岨愉8・園"
'T，帽由"... ・畑..NIII'II同帥跡w'_・""F.叫 .D・岨縄問刷".・田晴w'，・FN'伽.... 酬晶他
。"時M・D."網開..  凡"".肉嗣.FAAN
P開訓-""ω.叫匂...回B胎.込_......・IN"... 耐司富副咽陶・働圏畑抱側担.
......における町マザーマダブ".. 
Z旭 E

宥置......・・セン.---
E .... 植田四田恒皿・田~-明田園輔副富田脚菅園田町田阻四...... ー
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5.署医学位宵におけるFDマザーマップ由開発と文学問共同活用由促進ブロジェヲト初年度由活動②

平成田年7月担日{量}、『量圃量量省I土台什z，rnマザーマ句ブ由圃轟11=由什が置'同車問壷
金血圭且鑑Lました.会・由:I-~/(ーは、叫侮から高等敏宵由専門事4名、署直孝敏宵由専門
窓7sをお週え1-.干藁大学大学障者直学研覧科敏且4名、附園者直実麗研覧指噂セシター敏
員@名を併せた目轟から構晴されています.

第1因企・では、本プロジェタト由績裏、宥置字敏宵由現杭、既に開発されているFD"q-;iブ由
概要について檀毘後、宥置字.宵に特化したFDマザーマヲブ開発に向けた餌・および開発白

方向性について積酎しました.

今後、平成23年度中に金・を2園開催し、宥直系大学敏且に求められる艇力由明磁化、現
状回FDプロゲラム由実・圃査を温曲、..字教育におけるFDマザーマップ開先に向けた&盤
壷綿値する予定です.

E .... 植田四田恒皿・田~-明田園輔副園田曲四四回目阻四...... ー
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大学コンソーシアム石川(UCI)

FO.SO活動の展開

FDネットワーク代表者会蟻
2011年9月13日

大学コンソーシアム石川教職員研修委員会

青野透(金沢大学)

林 透(北陸先端科学技術大学院大学)

ー大掌コ:"'~-!'アム右JIIØl"会俸の方針決定

(1-3) UCI参加機関マップ

244 

盤豆

(1 )大学コンソーシアム石川の組織と活動拠点、

(2) FD.SD事業の実施主体(教職員研修委員会)

(3)これまでの実績

(4)今年度の事業実施と計画

(5) FD.SD事業の新展開

(6) FD.SD事業に対する要望(ニーズ)

(7)今後の課題と展望

(1-2)大学コンソーシアム石川(UCI)
参加高等教育機関 20

金沢大学
北陸先端科学技術大学院大学

石川県立看護大学
石川県立大学

金沢美術工芸大学

金沢工業大学
金沢星稜大学

金沢医科大学
北陸大学
金沢学院大学
金城大学

北陸学院大学

金沢学院短期大学
北陸学院大学短期大学部

金城大学短期大学部

星稜女子短期大学
小松短期大学

石川工業高等専門学校
金沢工業高等専門学校

放送大学

(1・4)UCIの活動拠点
・石川県政記念しいのき ・石川四高記念文化

迎賓館(セミナールーム) 交流館(多目的利用室)

-アク子ィブラ ニング教室

-子レビ会議システム

'UCIポ一世ル



(2) UCI教職員研修委員会

2011年4月"'2012年3月(過渡的措置)

FD分科会
委員長 青野 透(金沢大学)
副委員長 林透(北陸先端科学技術大学院大学)

副委員長富岡和久(北陸学院大学)
SD分科会
委員長 川上正文(金城大学)

副委員長青野 透(金沢大学)
副委員長林 透(北陸先端科学技術大学院大学)

※4月上旬に第1回委員会を共に開催。

(3-1) FO・SO事業実績(実施件数)
2008-2011年度

|IV-4資料 1I 

戦略的大学連携支援事業採択プログラム(H20-22)
事業報告書より被粋

【FD'SD支援体制の構築】

各機関のニーズを吸い上げ，各種機関の性質に合
わせた各種FDや時宜に合したFD・SDを次々と実施
してきた。特に小規模大学では単独でFD'SDを行う
ことが難しいため，合同FD'SDは評判がよく，非常に
たくさんの参加者を得ることができた。また，テレビ会
議システムも利用し，FDを遠隔の高等教育機関に送
信する活動もおこなった。

ー 当初の目的・目標に対して相官以上の成臭が上が
ったと評価することがで者るn

(3・2)FO.SO事業実績(参加者数)

2008・2011年度

園田事業(件数) ' ・SD事業(参加者数)
mt I j tz ，e FbZp下r ・FD事業(参加者数)

z∞ ~: ，~ :: .テレビ会謹利用者艶(向担)

150V _ I • /' /' I ・ ・E

即時 醐時 lOlO年度 出 1年度
醐暗 瑚暗 即時 2011時

{注)2011年度は実施予定件数を吉む。 (j主)2011年度の重参加者数は8月末時点のものであり、点線箇所は予想数を表示。

(3-3)2010年度事業実績 {3-4)UC卜SDフォーラム2010
聞傭月 内容 開催‘所 参加、量
6月 111回FD'51順修会 『努遺障害学生への主置を考える」 セミナ ルームB 4時

7月 草a2固s加m者-アsン珊ケ事ー会ト結『学果生町"置l添開撃力を斜・1主事力を伸ばすために』 " 43f. 

113回FD'51順修会 『車暗慣で聞指した綾材の掴介k括用のご業内」 . l時
8月 第い4て回tFD-es加順者修ア会ンケ『大ー学ト・結恒果期大副学首霞等瞥に斜お2ける敏育情報の公表につ

. 切晩
9月第1回S珂制審会 『大学樟職員の基瞳知薗』 セミナ ルームA 4時

恒大同フォ ラム 「恒期大学のキャリア敬宵等について」 広板庁舎 37，名
量当医1

10月 FDフォ ラム 「初年l!<1!t育kカリキュラムポリシー』 金沢大 61名
サテライト

115回FD'51順修会 セミナルームB 1略
『績職員町メンタルヘル'"と'"トレスマネジメント』

12月 soフォラム 「大学園員への期待 自律性~組踊カ」 生量学冒 73名
センター

12月 揖6a回e加m者-アSン珊ケ修ー会ト結『こ果れか曹らl添の書キ僑ャ39ア敏育」 文園也高吏配11意，_ 
2時

lJ1揖7回FD.51珊修会 『箔遺障害学生宜橿と高大連倹』 セミナルームB 3略

2月 'B『包8町回三FDサ-sfタ順ル修を会亜;tg匝E解恒，..量育情・・4、...， 岡上 5時

10 11 
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(4・1)2011年度事業実績(1) 
第t固FO・SO研修会(S月初日(金)18:00-19:30 TV会隠3枝)
『学生の学習意欲を高め、双方向授象を展開するためのクリッ
カー活用術』

鶴師:金沢大学青野透教授

第2固FO・SO研修会(6月24日(金)18:00-20:00 TV会臨3校)

『高等教育栂闘の恩解リスク対策とコミュニケーション職略」

自陣師:(有)ヱンカツ社字於崎裕美代表取締役社長

第3固FO・SO研修会(7月8日(金)18:00-19:30 TV会臨4校)
『駿略GPで開発した教材の紹介と活用のご案肉』
鶴師:金沢大学足立由美鶴師

関係学会とのタイアップ戦略

• so事業における大学行政管理学会中部・北陸
研究会との連携(共催実施)

2009年度 so研修会
2010年度 soフォーラム2010
2011年度 soワークショーツプ2011

(=辛大学行政管理学会定期総会・

研究集会(9・3-9・4、@金城大)

のプレイベントとして実施)

(4・4)2011年度事業今後の予定(2)

SDフォーラム2011(12月上旬)

『大学職員に必要な力量形成(仮題)J 

講師学外講師及び

大学コンソーシアム石川加盟機関職員

第7回FD'SD研修会(1月予定)

「ラーニング・コモンズ(仮題)J 

講師.大学コンソーシアム石川加盟機関教職員

12 

14 

16 
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置昌晴椅掛#明明園田

(4・3)2011年度事業今後の予定(1) 
第4固FO・SO研修会(9月16日(金)18:00-20:∞} 
『京都地域18大学・短期大学によるFO連携事象

~京.FO開発推進センターの擁職-J 
曾師:一橋大学深野政之特佳鶴師

第5固FO・SO研修会(10月中旬予定}
『カリキユラムポリシー(cp)、ディプロマポリシー(Op)策定の
ための

フレームワーク(仮題)J
.師:神戸大学川崎太津夫教授

第6固FO・SO研修会(11月中旬予定}
『大学経営の成長嶋略(仮題)J

.師:京都学園大学西井泰彦理事長

(S)FD.SD事業の新展開(2010年度-)

.rFD・SD研修会」
夜間(18時-)開催

テレビ会議システム(最大5会場)

.フォーラム、ワークショップ形式
イベントの積極的実施

15 

17 



(6) UCI加問機関教職員の声の反映

【教員の声(FD)】
・新しい学習理論に基づいた教育方法、教授法
を支える理論を踏まえた具体的な事例紹介
・障害学生支援，引きこもりなど問題をかかえた
学生の支援
・大学の経営や教育に関する情報の公開
【職員の声(5D)】
・体験型研修，基礎知識に関する研修の実施
.汎用性の高い研修については定期的に実施
.合宿形式の研修の実施

参考:国の施策におけるFD.SD

http://www.mext.go.jp/component/a_ 

menujsciencejdetail/ icsFilesjafieldfi 
lej2011j08j19j1293746_02.pdf 

第4期科学技術基本計画

平成23年8月19日

閣議決定

20 

国は、大学・・・が、・・・専門性の高

い職員の配置等の体制の強化を進

める・・・ことを奨励する。国は、これ

らの取組を支援する。

亘は、 大学が、計画的なSD(ス
タッフディベロップメント)によって、
研究活動の推進に関わる人材の養

成と確保を進め、事務局体制を強

化することを求める口
22 

18 
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(7)今後の課題と展望

ニーズに応じたテーマ設定

司ワークショップ

=今プログラム化

=今積極的参加者の拡充

=今各機関コアメンバーとのネットワーク形成

司各機関教職員を研修講師として育成

時宜に適ったテーマ設定

例「教育情報公表Jr発達障害学生支援」

高等教育機関別テーマ設定

例高等専門学校のFD・SD支媛

FD・SD関連学会との連携

国は、大学が、教員の教育面

での業績を可視化して多面的に
評価し、人事や処遇に反映する

取組、教員に対するFD(ファカ
ルティディベロップメント)の実質
化、 自己研鎖機会の充実等を
通じ、教員の意識改革を進める
ことを期待する。

21 

19 
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福井県でのFD連携
4年目の活動

第4回FDネットワ ヴ代表者会議 2011年9月13日

Fレツヴス FDチーム
福井高専坪川武弘
tubokawa(⑦fukui-nct.ac.io 

FD活動についてのまとめ

1人的な連携のE置を3年間で築き上げ，相互の支緩と底上げをしてきた

や合同の研究会の開催

『学生理解と学生支援についてJf学生による授業アンケ トを考えるJf高等教育
のあり方Jf公開授業と授業改善の取り組みJf学習評価・GPAの導入と学資力保

誼』

や合宿研修会の開催 (2010年9月)f学生理解Jf学生支援J30名の参加

やその他
合同の公開慢業。共通学生理解アンケ トの実施，FDチ ム定例会化

2 具体的な教育課題解決へ向けての取り組みが求められている

や課題の解明だけでなく，改善方策の提起につながる議論を

や企業・地域・学校との連携の弱さ。SD，舌動は手っかず

2011年度のFD活動

1今後の方向性 (3年間程度)の確認 f相互研修型Jでの推進
(1)各校の独自FD活動，(2)協働のFD活動。(3)他との連携，(4) FD資料の蓄積。
(5)人的連携

2今年度の課題

や共同の研究テーマとして

『キャリア支媛・教育Jfビデオを用いた慢業録画と公開Jf学習評価・学資力保
証』

や第2回Fレッヴス合宿研修会を夏に開催するζと

や学生理解アンケ トのWEB実施!継続した分析ができるようにすること

やFDチームの会議を定例的にもつ

248 

これまでのFレックスの概略

1.2008年 (10月)より

や『個性的な地域創生のための学習コミュニティを基礎とした仮想的総合大学環境
の創造J(戦略的大学支媛事業)として6大学・短大・高専で出発

や学習コミュニティの形成 ICT基盤の整備共同のFD活動!地域との連携を目的

2.2010年度までに。Fレツヴス全体として

や21回の研究会と6回のシンポジウム

や6800名以上のSNS登録 (170件/日の書き込み)やLMS上の170以上のコース
開設。学生チ ムによるRT会やLT会の開催など了。多くの企画・活動をしてきた

Fレックスの今後

1. f連携の継続と更なる発展へ向けて活動するζと」を確認した

2. f連携事業」の終了(2011年3月)後の財政面での対応

や負担金(大学30万，高専20万。短大15万)制度と福井県からの支援

やただ。SNS，LMS等のICT基盤維持のための費用しか工面できていない

3今後の連携発展へ向けて

や学長・校長によるシンポジウムの開催，関係者の理解とトップの主導

や福井大学のより積極的な関わりを追求

や実際には 事務局体制実務面での入手の足りなさがある

今年度の活動 1

1シンポジウム『福井県の大学連携の今後』開催 (6月3日ト 80-100名の参加

や小松審議官(文部科学省)の記念講演とパネルディスカッション

や大学・短大・高専の学長・校長と大学私学振興課長パネリストとして登壇

や県内の高等教育機関のトップがー聞に会した



今年度の活動 2

2第2回合宿研修会の開催 (8月26-27日)35名以上の参加

やセッション1r専門分野と対話力を考える」
『どう捉えるつ国民との科学・技術対話J加納圭。水町衣里(京都大学)
『アメリ力における新しい数学教育ーすべての子どもにとって接近可能な数学教
育をめざしてー』佐分利豊(福井大学)

やセッション2 スキルアップ講座「伝える力を養う サイエンスコミュニケ ション・
トレーニングー」加納水町元木(京都大学)

やセ、ノシヨン3rキャリアプランを描くl二はつ』
『高等教育機関におけるキャリア教育の導入と課題』 中里弘穂(福井県立大

学)
『企業が考えるキャリア教育』小川明彦(株式会社大津屋)

引き出せ「生き鋤く力J

j設j事マ|
、，聖司"行".，.網野@協舗~

品くいキャリア毅育フ才一ラh.@ilI)

⑤咽昨8月2881回 13:0U.....16:30山ド
@僻肺結館時開示ール 出向咽~ ，

@mmzz…・

E盟国-
テマ r，.きぬく力 を広 く々むために
調陣蝋111見之 L;..じたZる¢部氏
_'-ーー“・・.~...，.・‘曙・・，..-....ー ι

一一一一一町一……岬…守、e・・ ・4， ，、ア'"‘ i・，，.，.，ιw・"，酌"，."...-.'..".....
い官時目時叩山伽恥

E翠宮室.盟国

一一一一
テマ 福1="、s光信する悔働製キ.リア教育

_::;::::.~:::-;山首町内 .m... FAJC0776・持田..
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今年度の活動 3

3福井県内の企業家。経済界との交流と連携(の芽)
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や合宿研修会の準備の過程で。「ふくいキャリア教育フォーラム2011Jの実行委員
会を知り。交流するきっかけとなった

や実行委員会は。福井商工会議所青年部?福井青年会議所!福井経済同友会
福井市PTA連合会で構成

や実際のフオ ラム!こもFレツヴスから。数名の参加があった (250名中)

や次年度のフォ ラムの共同での開催も

や『ドリームワーヲスヲイjレプロジヱヴト』への協力依頼

今年度の活動4

4 学生理解アンケ トWEB版の作成

やシステムの構築をはかり。ネット上で利用可能なものとしたい

や11月頃に実施したい昨年度実施の給果との比較

5. rキャリア支援・教育」研究会の継続

や6月に福井工大のキャリアセン骨 開設の際に1回目を実施

や合宿研修会が2回目

や11月-12月に3回目を実施

6合同公開授業
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まとめ

1今後の基礎となる FD活動の中心的なメンバ の人的な連携を三の3年間の補助

事業で築き上げてきた

2着実な活動を進める上で。FDチ ムを中心とした体制が機能してきている FD活
勤の環が少しずつ広がってきている

3. r仲良しヲラブ』に終わらない!多線性の追求が大切であるう

4福井県内の企業・経済界との連携の可能性がでてきた

5財政面と事務局体制の弱さをどうするか安定した活動となる裏付けを作る努力が
更に必要である

250 
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第 4回FDネッ トワーク代表者会議 (於 :京都大学高等教育研究開発推進センター)

2011年 9月 13日

名古屋大学FD・SD教育改善支援拠点の 2011年度活動方針

夏目達也

(名古屋大学高等教育研究センター)

1. FD. SDの教材開発

<基本方針>

・これまでの開発のノウハウと実績をふまえて、新たな展開をめざす0

・学内 ・学外のニーズ、への的確な対応。ニーズ、の掘り起こし。

l.l 新任教員ノ¥ン ドブック開発プロジェク ト

1.2 留学生研究会フ。ロジェク ト

1.3 SDフ。ロジェク ト

-人事異動研究

・課長職研究

-教務プロジェク ト

1.4 学士課程学生向けアカデミック ・スキル形成支援

1.5 その他

2. FD. SDプログラム開発の企画 ・実施

<基本方針>

-教職員のプロフィール・ ニーズに応じて、柔軟な形態の FD.SDを企画・ 実施。

・集合研修にこだわらず、多様な方法と内容で実施。

2.1 r大学教育改革フォーラム in東海2012Jの開催 (2012年3月3日、 名古屋大学)
-東海 ・中部地域にある大学の教職員向けに、各大学における教育改革の実践や今後の

進め方について意見交換を行う。

-実行委員会を中心に企画案を検討。

2.2 高等教育研究センター主催「招鴨セミナー」

.FDとSDの両面から。月に 1-----2回0

・全国各地の大学等で、高等教育研究や実践に携わっている方を招鴨。

2.3 高等教育研究センター主催「客員教授セミナー」

-年5回:外国人を含む。

'
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2.4 高等教育研究センター主催・ FD.SD関係ワークショップ・セミナー

2.4.1 教員向け

「多人数授業の教え方」

「英語で教える」

「研究グ

2.4.2 教職員向け

「留学生との信頼関係をどう築くか」

2.4.3 学士課程学生向け

「レポートの書き方講座」

2.4.4 院生向け

iTAのためのライテイング支援セミナー」

2.5 新任教員研修フ。ログラムの見直し

-従来のプログラムの改訂とそのための調査 ・研究

2.6 大学院生の学修とキャリア形成の支援

-大学院の正規科目「大学教員準備講座」の開講(集中講義)

.学内研究科との共同による新規フ。ログラムの開発

例: 多元数理科学研究科との共同研究

-研究支援フ。ログラム

「研究発表資料をつくるポスター・スライドづくりの理論と実践」

(院生・教職員のためのスキルアップセミナー)

2.7 教務 ・学生指導系職員の各種研修への協力

-東海 ・北陸地区学生指導研修会への講師派遣 (5月)

2.8 大学セミナーハウスの大学職員セミナーへの協力

-全国の大学職員向けに、企画委員会が企画 ・実施を担当0

・年 2回(7月と 11月)。

-拠点からセンター教員を派遣、企画委員の一人として企画 ・実施を担当。

2.9 その他

・大学管理行政学会中部 ・北陸地区研究会の活動との連携。

-国際的なFD.SD関係団体における教員 ・職員の研修事業の実施。

. 2011年度はオーストラリアHERDSA、ISSOTL、PODに派遣。

3.他大学からの利用申請への支援

<基本方針>

-基本的に、中部地域の大学により利用要請に応える。
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-他大学の教職員の研修受入。

・センタースタッフと一緒に、 FD.SDの企画・実施を行うことで、ノウハウを習得0

・勤務校での実践に役立てる。

3.1 他大学等のFD.SD活動への支援

3.2 各大学の GP外部評価への協力

3.3 旧東海高等教育研究所の事業の引継

3.4 その他

4.他大学のFD.SD関係機関・組織との連携

<基本方針>

・連携による相互の機能拡充を図る0

.過去の実績を大切にする。

4.1 iFD・SDコンソーシアム名古屋」の活動の継続・発展

4.2 その他のコンソーシアム組織との連携

4.3 大学教育センタ一等協議会への参加

5.地域における各種FD.SD情報の提供

-各種情報の提供

・センター ・ホームページ、メールマガジン、ニュースレター等

・ニュースレターの発行 4回

-情報配信サービス

・ウェブ更新適宜

6. その他

6.1 トッフ。マネジメントの研究・調査。

・アカデミック・リーダーシップ研究会

・全国の高等教育研究者との共同研究

-大学経営陣向けリーダーシッフ。形成のための研修プログラム ・支援ツールの開発

・管理職研究

・全国の主要大学(東北、京大、広大等)との共同研究

6.2 他のFD.SD拠点と連携して相互の機能拡充。

.4大学拠点(東北、京都、愛媛、名古屋)会議の開催

・大学拠点運営委員会への委員派遣(東北、京都)

・大学教員準備講座の各拠点、への普及に関する検討会(東北)
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全国私立大学FD連携フォーラム (JPFF)概要について

立命館大学教育顔衣鉢推進機構 安岡高志

.2008年度文部科学省採択事業「質の高い大学教育推進プログラムJ r教育の質を保

証する教員職能開発と大学連携 ~大学問連携を通じた実践的 FDプログラムの開発

ならびに大学教員に求められる教育力量と職能の提案""'Jを基盤に設立。

. JPFFにて開発した FDプログラムを立命館大学の新任教員対象プログラムとして、ひ
とつのモデルを示した (2009年度より実施)。

②JPFF基本情報 ・データ

・現在の会員数 :24大学(※2011.9.6現在)

フォーラム発足当時 (2008年 12月)は 10大学。年々増加中。

(参加大学一覧)http://www.fd-forum.org/fd-forum/html/school-list.html 

※龍谷大学は現在HP更新作業中です。

.立命館大学新任教員研修のプログラム関連 (JPFF会員校にはオンデ、マン

ド講義、ワークショップを解放)

①「実践的FDプログラム」概要
-教員が自らの授業を専門分野と教育学の観点から省察することが出来る知識、技能、態

度などを獲得してアクティブ ・ラーニングをはじめとする実践する能力を修得する研修

プログラム。

・プログラムは、教育学をはじめとした系統的な理論を伝えるオンデマン ド講義、授業技

術やコミュニケーションスキルを育成するワークショップ、個々の教員のニーズ、に応え

る日常的な教育コンサルテーションから構成されている。本学教員が本プログラムを受

講することを通して、大学教員に求められる教育力量と職能を獲得することにより、大

学教育の質を保証することをめざしている。

②基本情報 ・データ

.必須受講対象者

立命館大学に新規任用された教授、准教授、講師、助教の専任教員(任期制を含む)の

うち、専任教員歴※が 3年未満の者(なお、客員教授、特命教授、特別招鴨教員、特別

契約教員、嘱託講師は対象外)

※専任教員歴 ・・・ 大学、短期大学、高等専門学校における専任教員としての就業期間と

し、初等 ・中等学校、 予備校での経験は専任教員歴と してカウントしない。

※上記必須受講対象者以外にも、新任の先生方には“任意受講者"として案内を行って

いる。

-修了要件 :以下3つの要件を満たしていること

254 
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①オンデマンド講義 9/15本以上の受講と課題レポートの提出

②ワークショップ6/10回以上への参加

③研修終了時にティーチング・ポートフォリオの作成

-新任教員受講者数

2009年度着任 必須受講対象者 39名うち、 2010年度修了者 11名/修了率:28.2% (う

ち、 3名が 100%修了者)

2010年度着任必須受講対象者49名

2011年度着任必須受講対象者26名

※2011年度からは、新任以外の教職員に対しても、会議、 HPを通じて広報している。

機構関連教職員を除く申込者:19名(教員 4名、職員 15名) (※2011.9.6時点)

(機構関連教職員を含めると、 +28名で 47名)

. r実践的 FDプログラムJID発行数(※2011.9.6現在)

学外個人 ID: 690 (JPFF会員校、非会員校合計)

学内個人 ID: 222 (教育開発推進機構、教育開発支援課教職員を含む)

大学事務局用 ID: 24 (※JPFF加盟校には、事務局用 IDを発行・配布しています)

-他大学発行ID内訳(ご参考)

総 ID発行数 :713 (上記学外個人用 ID690+立命を除く事務局用 ID23=713)

会員校 : 13大学 420アカウント

非会員校:24大学 269アカウント

(工学院大学、 愛知産業大学、園田学園女子大学、沖縄国際大学、 玉川大学、阪南大学、滋賀県

立大学、女子美術大学、小樽商科大学、西南学院大学、相模女子大学、大阪工業大学、大手前

大学、大同大学、長崎国際大学、帝塚山大学、東邦大学、東北大学、徳島大学、奈良文化女子

短期大学、日本大学、福岡女子短期大学、文教大学、北九州市立大学/以上24大学)

-昨年度の評価より

※立命館大学の新任教員研修は、研修目標の達成度やプログラムの役立ち度に関する評

価結果から、新任教員の職能開発に十分に有効で、あったと推察される。しかし、身に

つけた知識・技能が授業にどれだけ反映されているかについては、追跡調査など検証

の仕組みが必要。

※達成度より役立ち度の評価の方が高い結果となったということから、プログラムの内

容は良いが、プログラムに参加し易くするための日程等の工夫が十分で、なかったと推

察される。プログラム未修了者の意見も考慮し、さ らなるプログラムの活用に向けた

仕掛けづくりが必要。

→2011年度より、ワークショップの年間スケジュールを年度初めに周知している。

※ 学内で、のフ。ログラムの定着のためにも、 学内コンセンサスを如何に得るかが重要。

→新任教員以外への広報も行い、学内での認知度を上げる。
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=>r京都FDer塾』回開設

=>r京都FD執行榔塾Jの開催 ークリッカー利用銀業実践事
倒的蓄積、

iZ概号明臨
時 FDハンドブックの作成

=>FOQAの対応 =>FDをテマにしたSNSのパ
イロット運用

メンバー構成

各連携大学から、いずれかのWGIこ教員1名以上が参加

コンソーシアムから、京都地場でFD推進に関わってきた連携
校以外の教員2名が参加

| [活動内容I

FDセミナ企画運営

海外研修企画運営

園内調査及び派遣支甚

- 広報活動

- 庶務、雑務.

=今年2目、計4田のFDセミナ を企画運営 目

=争7カ国計111目、延6名の教職員が参加
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=叫[;l"j!札-の発行、r=Ilの開設運営、プログ発信、各種報告会の開催、各種報告.

書の作成、広報アル制作立と . 

iI京都[ai]開発推進センターの活動の振り返りl
主な実績① l 

階層別の1;1]研修プログラムの開発と実施

①新任教員合同研修「基準枠組jを下敷きとした講義+ワークンョップ郁式の研修E

面困問 |

関 KiI圃 |

間回 |
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2 事業評価結果 盟

11足立11冊および外部委員3名による外部評価を実施L、事業評価委員会目
[高い評価

現撲も設置売会睡も異世る18大学姐大による連携にも功、かわ句ず、3つのV陥が機能し、体 .

!iil的世印研畦プログラムの実施など、着実な成果がよが勺ている . 

一中小規模大学では実現が難い、11']専門部署につ、、て共通リソースU、7考え方の下、セ.
ンター設直とスタッフの配躍と言う形て実質的な取組の推進が実現して、、る . 

G']ハンドブyクやニュースレターの発行と過して、取組への直接の参加のt、々 文職員への .
積極的tアプローチを行って、、る . 

[低い評価]

プロジェクトの成果が実際に個々の大学内のFD活動にどの程度フn:::HIl竹グされたかが
明確てはない

各取組問llI'l!間)の連携にまださえ暑の余地があるのてはな、、か

センタ 運営の事務業務過多により専門買が本来のデベロド守 としての主務に専心す

ることが難しかったのではな、、か

EJl 

3 大学コンソーシアム京都における ・
新規事業推進体制.

- 委員会事~の導入

斗京都F日開発推進センタ ー に代わる組織として

FD企画研究季買会を新設。

コンソ シアムのその他事業と同様に、委員会制とし、

年I_~回 実施予定の委員会にて具体的な企画案の検

討を行う。

・ 委員のメンバー構成

ヰプロジェクトにおける成果をスムーズに継承させるた

めに、各l'l'Dリーダーをはじめl'l'Dメンバーに引き続

き委員就任を依頼。

(ほ1;[9割方、継続)

園今後は他の加盟校か Lつのメンバー追加も検討。
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FDネッ トワーク代表者会議 (JFDN)2011@京都大学

山陰地区FD連絡協議会 2011報告
一持続可能な連携を目指してー

争 島根大学森朋子
(教育開発センター 菖リセンター長)

~ (山陸地区FD連絡協議会事務長)

国防…由nalR，…
ando.田町田恨間四L

"…… 

ω山陰地区FD連絡協議会の主旨・目的
[目的]本協議会は，広くは山陰地減における教育の質保証および質
向上を図ることを目的とするものであり，その目的の実現に向けて
地域における重要な人材養成機能を担う高等教育機関が情報の交

換 共有や合同事業，人材交流などの協働事業を准進レていく核と
なるものである。

【主な協議内容]

111大学教育の改善に係る情報の共有等に関すること。

121FDプログラムの共同開発及び実施に関すること。

131教育プログラムの企画及び実施に関すること。
141教育評価 ・効果検証に係る情報の共有及び実施に関すること。

151単位E換等学生の交流に関すること。

，1也I耳の拠点校としてどのように成果を持続させるか-・・・
印m…d刷ω~tri町U吋帥m.訓n向EMKE1Ro，etumh -一___，__ 

-砂|可I健一ズに対応」
-合同FD研修会 (愛媛大学SPOD協力〕

・遠隔での個別侵業コンサルティング

・初年次教育コンテンツ共有 (moodle)r'主ら三<(J)}，jJ'う古".
・職員による合同SDシンポジウム : がって線になる 1

・大学問図書館連携

・学生ピアサボーターによる連第

J

一…一
園塵麹菌置盟圏
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基盤事業

事事書記事~
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大学問連携のプロセス変化

|213思議主識晴I i点でつながる i
iイメージ

・大学教育合同フォーラム in島根 2009 (講演形式)
・大学教育合同フォーラム m島根 2010 (分科会形式〉
・本センタースタッフによる各大学でのFD講演会• 
圃盟国・

線でつながるイメージ

学生参画P
図書館コンシェルジコ
メンタ------------r
修学サポーター i 

教育調査P
入学時調査
宰業生調査
パネル調査etc

教養教育 ・教育改善p
主主費教育改革 : 
初年次教育ブログラ凸 ( も
修学サポートプログラム一一一一一一一一←一→
フィールド学習プログラム
環漬教育プログラム

SO 一一一一一一一一一一一
侵業コンサ!Lテ シヨン

I(T活用実践P
REAS 
クリッ力一

moodle Cenr..rlorf.印刷IR...nm:h 
ottdOl!:-.... 町，"enr(CfRDJ， 
shlmose Un “.!rJIt~ 
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大学問連携のプロセス変化

Ig守口元も官.I
| ・大学教育合同フォーラム m 島根 201~.l;設群怠竪罫王定)….l..

iより面でつながるイメージ i

j持続的継続へ向けて j 
i・連携に関わる人を出来るだけ多くする(協働性)

『ミドル.ミクロレベルのFDの展開『マクロレベルFDへ
i・学内FDを強化し.そのコンテンツを発信 ・共有(同僚性〉

ご静聴ありがとうございました
Cenr..rlor印刷IR...nm:h 
ond O"-.... lopm .. nr (CfRDJ， 
shI"'on.. Un “.!rJIf~ 
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教関力開発相愛関教育企E と | 
四園地区大学教職員能力開発ネットワークとの | 
連携によるプログラム開発・実施体制の確立・強化 | 

愛媛大学教育企画室は、自らが開発したFD/SDプログラム及び四園地区大学教職員能力
開発ネットワーク(SPOD)等と連携で開発したFD/SDプログラムを有効活用するため，スタッ
フやプログラム等の充実により実施体制を確立・強化し、全国の教育関係共同利用拠点として、
大学等の教育力向上を図ります。

入 金固の高等教育機関 . 
J、 -_1 

教職員能力開発に関する
1.研修プログラムの提供
2.オープン・オフィス(訪問対応)
3.教材等の提供
4.研修講師派遣
5. FO.SOラーニングコモンズ(ライブラリィ・学習室)の利用開放
6.FO実践的指導者(FOer)の支援
7.S0実践的指導者(SOコーディネーター)の支援
8.FOセンター立ち上げ支援
9.SPOOフォーラム等イベント開催(年3回:愛媛2園、 東京1固)

※赤字は新規事業

高
等
教
育
関
連
学
会
一

教職員能力開発拠点
〈愛媛大学教育企画室)

文部科学大臣認定全国の教育関係共同利用拠点

愛媛県内@加校

【ネットワークコア枝】

[ 愛媛大学 t..J 香川大学
(教育企画室) J...._l(大学教育開発センター)

( 高知文字 ] [ 徳島大学 ) 
(総合教育センター)J l (大学開放実践センター)J

(研究開発、人材育成を担う4大学でネットワークコアを構成)

【ネットワーク加盟枝】

研究員の派遣、研修講師の依頼、各種研修プログラムへの参加、コンテンツ、
コンサルテーションの利用。併せて、コア校が開発したプログラムの共同属行、共同実施等に@加。

|高知県内側校

|香川県内側校|

|徳島県内側校|
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-教育・学生支援機構教育企画室

O 目的
機構長の指示の下、愛媛大学の教育に関する諸課題につ
いて調査・研究を行うと共に、その成果を実際の教育活動
に適用し、教育改革を推進すること。

0 部門 1 .教育・学習支援部門
2.教育調査・分析部門(lR部門)

3.学生能力開発部門

O 業務の柱
①全学的な教育課題に関わる調査・研究
②ファカルティ・デ、ィベロップメン卜

③授業評価及びシラパス
④学生の学習支援および能力開発

O スタッフ
室長(兼任教授)、副室長(准教授2名)
室員:准教授、助教、特定研究員(各1名)
・・本年度中lこ2名増員予定・.. 
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FI1ネマトワ-1]代表者会繊第4園会合
田中毒

[九州大学教育政草企画支揖室)

gaku+nk@kyudai. j p 
ZOIl年仰向13日芝蘭会館別館，京宣E大学

札制・.... ...制御...~u 刷‘句ー・
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0・LINKS

肉容

1'1l栂事

@昨年(Z010)鵬伽活動実績.
3 'D今年(Z011l鷹に推進中c;)活動

@課題

0・LINKS ~ニ

〉機討c;)キーワード:質保鉦‘ FP、SP.紋.也働、ネ守ト
ワ-'1、九州

》敏員と聡員とc;)協力t:進iV7史学敏育稼普ぬ現場
→従来c;)FP• SPに、大学事ま育積善老雄選~る1C~市c;) rp J 
奄加えよう

》他地婦と比較し乞大学問6万人的パィーUJ'弱い福岡
→人的ネ叩トワ-'1が必事疋

》文吉田科学省特別紋育liIf宛経費『学士力c;)向上司E目指し定
紋員・聴員連携型珊修一zロゲ弓uc;)開発J (平成Zl年鷹
~平成Z5年目度)申請
→採択 」

運営イメージ

@吋m.凹 uki
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。'LINKS 出---
九州地域大学教育政善FD.SD本・7トワーヴ:

Kyushu Learning Improvement Network for 

Staff Members in Higher Education (Q-Links) 

I季、 FD• SD(;)大学問連携にぷる人的不vトワ-'1(;)

構築や情報共有を過じ官、各高等紋育機聞に街ける

学習・教育(;)~反善が推進されるととを支援し、教育

活動(;)向上と発展に寄与し参可。

'L ¥ 。'LINKS =-
賛同根敏(ZOll.07現在いZ7大学、 5短大、品質問者

:>-ZOO9. 10発足 (6女学、 1短大〕
九州大、酉商学院大、中村学園大・短期大学鶴、福岡大、福岡歯科大、福岡
常子大
:>-ZOO9.IZ加入 (10女学、 1短大)
福岡工業大.面白本工畿大、第一穣科大、保健医療経営大、福岡田際大.筑
紫古学園大・短期大学鶴、九柑共立大、国際医康福祉大.九州国際大.日本
文理大[大分]
:>-ZOIO.OI加入 (5大学.1短大〕
九倒産業大.福岡医療短鋼大.福岡紋育大、長崎国際大[長崎]、宮崎公立大
[宮崎]、璃球大[沖縄]
:>-ZOI0.05加入 (Z大学〕
沖縄国際大[沖縄J.崇城大[熊本]
:>-ZOIO.IO加入 (1女学〕
鹿児島大[鹿児島]

:>-ZOIO.IZ加入 (Z女学〕
名将軍1;;[沖縄]、佐賀大学[佐賀]

止も

1--
企:州KS

Z.昨年(Z010)慮後期C)活動実績
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同 2 。州KS 出---
主@取組

〉ネ叩トワ-'1に拳加し乞いる各機関G)FO• SO情報を集約
・公開替る

〉入学前か局学士課程・大学院課程参でぬ学習・教育に閉
し、他国、他大学G状況、関係官庁、関係業界G動向移
どについて情報収集し、*噌トワーヴに告加し乞いる各
機関へ提供itる
》各機関同士G)*叩トワーヴ壱i雷同して、人的ネ叩トワ-
IJG)構築志ititcl市、持にFO• SOG)連携壱充実させ、強化
をldかる
〉学習・教育政善に資替る叡職協働型(叡育活動ぬ質的向
土という目標ぬ毛とで稼員と職員が協力替る)碍修・2ロ
ゲ弓白奄開発・実施する

'L ¥ 0・LINKS =-
賛同根敏(ZOll.07現在いZ7大学、 5短大、品質問者

:>-Z011.03加入 (1女学、 1短大〕
九州全子大、九州合子短期大
:>-Z011.07加入 (1短大〕
香蘭合子短期大



。'LINKS
Q・Labついに絶参る f

先=ずr防 “ CD(似Cur耐，叫巾』比加c口印‘ul山E
宙官許F晶宕旨fo~.iI直恒也E置'既宅岨宜到E比E量~~.ÓI'の骨E司昨a♂宮邑‘祖可可聖aの"，，，面.匝，..f~ôII(;寿#剖J孔一，-11晶2

ピ?レビュー .メ-.，/(ーに'"吾健康と、
相互に評価し含う喝

む守ショシ .互いに?イ号?奄出し合い
捗が句課題奄深めZいく11

;t'll-トアマーz:専門震か局幅広い知1I
奄縄奇ごとで.11":キュ弓b開発向課題
奄認自陸軍'吾場

コ〉包宮ト白書‘h胸ratorya coll1iborati岨 tl
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0・LINKS

Z010年春・紋 『かわ勾Iざん』発行

ト日 CU州 立

紋員と職員がー錯ぬ千-uに主主っZ

rLab(弓ポ)JI季、 r Laboratory(弓ポ弓トリーz実験

室、工房)J壱意噂してい号豊富宮。事Z育改善G課題について、

Q-Linksメンバーシ噌・'10>協働壱過じ、断定@手法や?イ

号?が創出・試行されるdõ;;移喝をつくろう、といっ~と

ころでしsろか。 rLabJに跡、個人ぬ能力開発とと芭に

r collaboration(コ弓ポレーショシz飽働)J0>倉時まも

含参れ乞い乞、教職協働にdoる組織力老高め乞いくことへ

ぬ期待が込め占うね乞い彦可。

Z010年1O'1Z同 Q-Lab，CD Project 

Q-Lab， CD (Curriculum Development) Project 1 

『拘"キュ弓心に影響奄与えZいる毛Olet:何か』

stepl: r大学11"キュ弓心論o課題』
スタートアv・7，-専門家か句幅広い知識奄得る
こと芭ず)"キz弓白開発ぬ課題を認謹置する場~

ZOJO~JO日ZZ8(金) J3時(15時30分)-17時30分
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。'LINKS
Z010年10'lZ同 Q-Lab，CD Project 

Q-Lab， CD (Curriculum Development) Project 1 

『拘"キュ弓心に影響奄与えZいる'OOljj:何か』

step2: rl1"キュ弓心づくりぬコヴ奄探る』

包，.，ショシ~互いに?イ号'=i'奄出し合い主主力1勾
課題を深めZいく場~
ZOlO年"月n日(土)lZ時30分-17時30分
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Z010年10'lZ同 Q-Lab，CD Project 

Q-Lab， CD (Curriculum Development) Project 1 

『拘"キュ弓心に影響奄与えZいる'OOljj:何か』

step3: rl1"キュ弓心づくりぬコヴ奄共有しみう』

ピアレビュー~メンバーによる発表と相互に評
価し合う場~
ZOlO年lZ月03日(金)lZ時30分-17時30分

EE出

」二三- 企'LINKS =一一
Q-place (学び合う集い奄開催)

~Vol. 1. ZOlO年01同13日(水)九州大
調査報告会:教育i!l(善に間寄る海外調査τロジ"，'1ト(Z009)報告

~Vo l.Z. ZOlO年03月10日(水)九州大
調査報告会:学生とFD

~Vo l. 3. ZOlO年07周07日(水)九州大
大学ゲマ ~1k見Z触っ乞語ろう f

~Vo l. 4. ZOlO年仰向。Z8(木)九州大
組織をつくる、組織をうごく

~Vol . 5. ZO"年01同Z8日(金)沖縄国際大
大学職員とし乞学生と向き合う時-iIii電子宣言電i-.もとろする?ー



」よ主 。'LINKS 出---
Q-place (学び合う集い奄開催)

~Vol. 6. Z011年03同07日(同)九州大
~~~ rビー11.ゲ一色」に割E戦 1

~Vo 1. 7. ZOIISi'06周ZZ8(水)鹿児島大
大学職員としZ学生と向き合う時-~毛主定竜，..もどう~る?ー

~Vo 1. 8. ZOIISi'07周04日(同)九州大
大学紋育に111けるピア・骨ポートぬ有効性につい乞考えよう1

~Vol.9. ZOII年09同05日(同)九州大
ビー11.ゲ-6・リパンジ

。'LINKS
ZOl1年OZ目19目。-conference20・10開催

B・，，.11尊混同"B(.:1:) IZ:.":揚
_，薗鴎寧・民事事~与..../(l( .・:lS...:.，.ー缶..9-
τロ".，6'
TI5 : 30-17 : 00企画台マショ〉
rAtJ'学母、組織が育つ~咽目白教臆協働壱考え奇-J

モ号レ-9-
芦iRJi五(明治大学園際通鱗機構持任紋媛)
進行 .久保山宏 (九州大学叡膏按草企画室蝿章特任助綜)

TI7 : 00-17 : 30 '1ロージンヴ台叩ション
閉会挨拶

丸野俊一(九州大学理事・副学長)

TI8 : 00-19 : 30情報爽録会
認~1:1 .~~'!;~

量管 Ih:::_'!'!
。ーーー，ー
""""""'" 
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0・LINKS

ZOl1年OZ目19目。-conference20・10開催

B・，，.11尊混同"B(.:1:) IZ:.":揚
喝情 z 薗鴎寧・民寧事~与..../(l( .・:lS...:.，.-tr..9-
τロ".，6'
TIZ: 30-IZ : 45オ-"lニンヴ台叩ション
閉会総拶
G.聞./(ーヴレー (画商学院大学長)

TIZ : 45-15 ' 00 ;te~'II-台守ショシ

TI3・30-14・30Q-L.b篇1圃CPτロジ"，'1ト報告会
進行 :小貫有紀子 (九州古宇教育政草企画室提童精任助教)

コメン手-'11- 田中置 {九欄女学教育政革企画室損重濯教授)

TI5 ・ 00- 15 ・ 30 シ:Z:~'11 (体穆)

~ ， 
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同二 ('.LINKS ....--

ZOl1年OZ目19目。・conference20・10開催

拳加者数

183名(+講師・運営スタ叩736名)
九州・沖縄地域168名(送れ以外か局15名)
※肉、賛同校157名(をね以外か勾11名)

ポスター包叩ション釜加 13大学・1質問者 311(ネIL

情報爽録会審加絢70名

。.LINKS
ZOl1年春 『かわ局lざん』発行
ZOl1年07田町田 rQ-LinksSTUDIES 20唱。』発行

同~ QLINKS ~ 

ZOl1年08目 Q-Lab，CD Project 

Q-Lab， CD (Curriculum Development) Project 2 

『拘l':年且弓111::膨...与えzμ.6'奇跡伺~J
V第唱8:step唱ー2， 20唱唱~08周25日
知る(step唱}
採る(step2)

V第2日:step2-3， 20唱唱年08同26日
創る(step3)

※唱泊28G>合宿型{佐賀県唐津市}で開催
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0・LINKS

J.今年(ZOl1)慮に雄進中G)活動
Q-place 
Q-Lab， CD project 2 

CD project 3 
OD project唱

Q・conference20唱唱

Q-caravan 

Q-Links STUDIES20唱。

かわ句1#'"vol.3-4 

0・LINKS

ZOl1年07'09同 Q-Lab，OD Project 

Q-Lab， OD (Or・ganizationalDevelopment) Project 
1 

『コシ71''1トー凋宜ι向e含-}-J 
... step1， 20唱唱~07周22日

コンヲリヴト壱知~J尽く可! ? :事例を手がかりにゲストと
ぬ対話老過し乞課題老認議する場

... step2， 20唱唱年07同23日
コンヲリヴト壱語~J尽く可! ? :互いの経聡壱語り合い課題
老深め乞いく場

※ごG>問、 Q-pantry(web掲示板)G>活同

... step3， 20唱唱年09周09日
コンヲリヴト壱味わい尽くlt!?:表現し怠"問いかけ"に
ー宙空合μ 姐官「揮幅， _A;

凶 -_ (0LINKS ~ 

ZOl1年1O'1Z同 Q-Lab，CD Project 

Q-Lab， CD (Curriculum Development) Project 3 

r -}.<."?'t:μる引l':年且弓色白書::1::1tJ1遍-} ， J 
... step1， 20唱唱年唱0周2唱日
知る(スタートi'.，"l) 

... step2， 20唱唱年唱唱同唱2日
採る(台マショシ}

※ごめ問、 Q-pantry(web掲示板)G>活用

... step3， 20唱唱年唱2周09日
創る(ピアレビュー}
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土志 0・M ιー ♀出丘

ありがとうございました。

4.課題 Q-Linksでお待ち申し上げております。

Q-LlNI<S 
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京都大学高等教育研究開発推進センター

大塚雄作

京都大学におけるFDシステム

・・E唾Y.iHil.z;，咽1'>-
実
善
)

育
改
化

教
育
開

問
教
叫

;・
F

配
践
{

入館のをり方カリキュラム
の続的検討 理念の検討

教育実績鰐価と
絡奨システムの織鏡

-プレFD 大学院生のための教育実践講座

7回目を実施 (2011.8.4)
Basicコース53名の盛況
Advancedコース13名参加

-新任教員教育セミナー (2011.9.1)

斬任教員57名の参加
「京大の教育サポートリソース』発行

(写真:2010.9.3) 

幹事会

主!i!師 実施銅 企画郁

FD情報 FD:共同 FD;lOI 
広範WG

支慢WG 実施WG 企画WG

HP作成・2・
広梱包先行
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+FD共同実施WGによる
初任者教員向けプログラム

:::.~i 困b

前
ゴログラム'"限!lI!プログラム咽枢里

ーを個 轟加匝司lI!行 *皿

-， .... 岨 u ・・ ・1-.""・竺主『一一.ー

@大学教育研究フォーラム
圃

2012年3月15日(木)・16日(金)篇18回開催予定

+MOST 

登録者:363名、コミュニテイ:74件、スナップショット:1，021件

①トップページ改町

.実践プログラムの提供

.作成事例の体系化
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-研究WG
FDメディア研究SGの発展

。
会
員
数

25 ト

20 ト

15 ト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l'回

-大学生研究フォーラム
・2011年8月1日(月)427名参加
京都大学高等教育研究開発推進センター
東京大学大学総合教育研究センター
公益財団法人電通育英会共催

.2011年8月2日(火)r高校教愉のためのシンポジウム】
224名参加(学研教育みらい協賛}

圃

，-...1 

-国際連携の成果の出版・発表

.2008年1月の国際シンポ(r目:本の町の未来-Building
the Core in Faculty 0・V・lopmen←J)以来の国際連携
…カーネギー財団、Mπ、インディアナ大学

①出版
・センター舗『大学教育のネットワークを創る
-FDの未来へーJ(東信堂，20]]年3月)
*英訳版も

iZ言
②発表
・ISSOTL2010でのMOSTについての発表

271 



|IV-4資料1I 

-・・聞理想回目!!!:J需要望憲司田悶咽・・・ -・・・・・寝室事空穂薄型冨o

..宥寧成"年度当P綬お本調査より

・・・・・・・理T冒IIT.I"'II滋賀 . 京. 31 17 

大 阪 " 羽

兵庫 位 " 

a最良 " 
和教山 ヨ エ 12 
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.これからの課題

》拠点の仕事の輔還とシステム化
・学肉、地域、全園、国際の業務をどう遅刻するか?

・不可欠の業務は何か?業務の恒常化・日常化は?

》拠点の人的・財政的基盤の確保
・特定予算、拠点予算、会貨の配分は?

.拠点としてのあるべき体制は?

》拠点の連携の今後
.ネットワークのネットワーキングIま?
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